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【表紙の写真】上平沢地区の滝名川で、紫波町商工会青年部（阿部真志部長）主催の第24回
親子ふれあいニジマス釣り大会が開かれました。気持ちの良い初夏の陽気の中、県内外から
約400人の親子が参加。前日に放流されたニジマス約1000匹の中から、体長50センチもの大
物を狙って、子どもたちは何度も何度も川に釣り糸を振り入れていました。

表紙●親子ふれあいニジマス釣り大会話題●三井報恩会事業記念碑建立

豊かな公が息づくまち●地域づくり活動補助金公開審査会
オガールニュース●

バレーボールアカデミー体験教室
04

豪雨災害からまもなく1年
３カ年計画で
復旧工事を進めています
04

S H I W A - N E T

し　　　　　　　　わ

02 オガールニュース
09 野村胡堂・あらえびす記念館開館20周年記念式典
10 体協だより
12 健やかランド紫波
17 彦部地区に三井報恩会事業記念碑が建立
18 地域づくり活動補助金公開審査会
24 シリーズ行ってみよう 訪ねてみよう紫波の達人 

やった！ピチピチの魚が釣れたよ♪
親子ふれあいニジマス釣り大会（６月22日）

紫波
ネット



オガールニュース  O G A L  N E W S

　
町
が
分
譲
し
て
い
る
住
宅
地
「
オ
ガ
ー
ル

タ
ウ
ン 

日
詰
二
十
一
区
」
の
一
区
画
に
、

紫
波
型
エ
コ
ハ
ウ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

開
所
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
暮
ら
す
人
の
健
康
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し
た
住
宅
の
普
及
を
目
的

に
、
町
内
の
建
設
業
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た

紫
波
型
エ
コ
ハ
ウ
ス
協
同
組
合
（
橘
冨
雄
代

表
理
事
）
が
建
設
し
、
町
が
購
入
し
た
も

の
。
町
が
運
営
を
委
託
す
る
（
一
社
）
農
林

公
社
が
、
町
内
で
の
紫
波
型
エ
コ
ハ
ウ
ス
の

新
築
や
、
一
般
住
宅
の
断
熱
改
修
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
機
器
の
導
入
な
ど
の
相
談
支
援

窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
6
月
29
日
に
行
わ
れ
た
開
所
式
に
は
、
関

係
者
な
ど
約
70
人
が
参
列
し
、
熊
谷
町
長
が

「
こ
の
施
設
は
、
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
の
一

つ
の
理
念
を
表
し
た
も
の
。
建
設
に
、
紫
波

型
エ
コ
ハ
ウ
ス
協
同
組
合
の
皆
さ
ん
が
携
わ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
元
業
者
の
皆
さ
ん

に
、
高
断
熱
・
高
気
密
の
住
宅
を
建
築
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

こ
を
拠
点
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
町
が
定
め
た
「
紫
波
型

エ
コ
ハ
ウ
ス
基
準
」
を
満
た
す
造
り
に
な
っ

て
お
り
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
と
し
て
一
般
に
公

開
さ
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
心
地
よ

さ
を
体
感
し
に
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

紫波型エコハウス
サポートセンターの役割

★住宅の新築や、既存住宅の
改修についての相談・紹介をします
・建物性能の向上についての情報提供・

相談
・省エネルギー設備の導入についての相談
・快適な住まいの実現についての相談
・補助金・助成金の紹介
・町産材や町産材製品の紹介
★紫波型エコハウスの普及啓発
・マスコミなどを通じた情報発信
・一般市民を対象としたセミナーやイベ

ント開催
★モデルハウスの運営
・来訪者への説明

町産木材を100％使用した２階建てのサ
ポートセンター。断熱性の高い窓枠（トリ
プルサッシ）４種類などがサンプルとして
使用されており、地域熱供給サービスを利
用した給湯・暖房システムも取り入れられ
ています。

紫波型エコハウスサポートセンターの
スタッフの皆さん

開所式で行われたテープカット

式典後に行われた「住まいづくりセミナー」
では「天然木の良い香りがする」などの声が
聞かれました。
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紫波型エコハウスサポート
センターがオープン

■問合せ
紫波型エコハウスサポートセンター
紫波中央駅前２丁目３番地31
☎601-6595　FAX601-6596

［開館時間] 午前10時～午後6時
［休館日] 毎週月曜日（祝・休日の場合はそ
の翌日）、年末年始（12月29日～1月3日）
※オガールタウン「日詰二十一区」の宅地分
譲については、役場企画課 公民連携室（☎
672-2111）までお問い合せください。

町の資源・経済の循環と、安心安全な暮らしを実現するために



　
赤
石
小
学
校
の
体
育
館
で
6
月
15
日
、Ｏア

ウ

ル

ズ

Ｗ
Ｌ
Ｓ
紫
波
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
体
験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
幼
児
か

ら
小
学
3
年
生
ま
で
の
約
50
人
が
参
加
し
、
保
護
者
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
親
し
み
ま

し
た
。
こ
の
教
室
は
、8
月
か
ら
の
開
校
を
前
に
、オ
ガ
ー
ル
ベ
ー

ス
（
株
）
が
主
催
し
た
も
の
で
、
同
社
の
綱
嶋
久
子
（
元
全
日

本
代
表
）
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ー
チ
陣
や
社
会
人

現
役
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
が
講
師
を
担
当
。
約
1
時
間
半
に
わ
た

る
教
室
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
終
了
時
間
に
は
子
ど
も
た

ち
か
ら
「
も
う
終
わ
り
？
」
と
惜
し
む
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

幼児・児童がバレーボールに挑戦！
～ バレー ボ ー ルア カ デミー 体 験 教 室 ～

綱嶋ヘッドコーチのトスを受け、アタックに挑む子どもたち

インタビュー

　一家で越してきて約４カ月が経ち、紫波町は「とても人が優し
い町」だと感じています。特に、地域の皆さんが子どもを温かい
目で見守ってくれる姿に、とても感動し、引っ越してきてよかった
と思いました。
　現役引退は、教える喜びを知ったこと、そしてこれからのバ
レーボール界のために私ができること、やりたいことを考えての
決断でしたので、オガールベース（株）の岡崎さんからアカデミー
の話をいただいた際は、理想の現場だと感じました。家族に相談
したところ、主人が「自分たち家族にしかできないことがあるん
じゃないか」と背中を押してくれ、決断することができました。
　８月から始まるアカデミーでは、2人のコーチ、サポートコーチ
（現役選手）と一緒に、子どもたち１人１人の良さを生かしつつ、
成長を手助けしていきたいと考えています。対象の幼児から中学
生の子どもたちに、バレーの技術はもちろん、あいさつなどの礼
儀や、子どもたちが自分で考え、チャレンジし、壁を超え、成長し
ていく力をつけられるような教育も行っていきます。８月中は無
料体験もありますので、興味のあるお子さんは、ぜひ一度試しに
参加して、判断していただければと思います。

～プロフィール～
広島県廿日市出身。平成８年
から20年までＶプレミアリー
グ、平成12・13年には女子全
日本代表として活躍。現役引
退後に結婚し、生活の拠点を
千葉県に移してからも、バレー
ボールの指導普及に力を注
いできた。そんな中、オガール
ベース代表取締役の岡崎正信
さんからヘッドコーチの依頼
を受け、今年の３月に紫波町
へ移住。

「
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
を
超
え
、

成
長
す
る
場
」を
目
指
し
て

Ｏ
Ｗ
Ｌ
Ｓ 

紫
波
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー 

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

綱
嶋 

久
子
さ
ん
（
旧
姓 

向
井
）

　岩手県フットボールセンターでは、４月から「紫波JARNサッカースクール」が開校されています。（一社）日本アスリートリ
レーションネットワークが企画運営し、オガールベース㈱がパートナーとして事務局を担っています。日本サッカー協会公認
指導者ライセンス保有の元プロサッカー選手から指導を受けることができる教室で、幼児から小学生までが対象です。詳し
くは、お問い合わせください。

■問合せ　オガールベース（株） ☎070‐6953‐9982

ヘッドコーチを務める綱嶋さんにお話を伺いました
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昨
年
８
月
９
日
、当
町
を
１
時
間
71

ミ
リ
と
い
う
未
曾
有
の
豪
雨
が
襲
い
ま

し
た
。大
雨
に
よ
る
家
屋
浸
水
な
ど
の

被
害
に
加
え
、土
砂
災
害
が
多
数
発
生

し
、町
内
各
地
の
田
畑
や
道
路
、河
川

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
が
被
災
し
ま

し
た
。

　
こ
の
災
害
を
受
け
、町
は
現
在
、防

災
マ
ッ
プ
や
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進

め
る
と
と
も
に
、被
災
し
た
場
所
の
復

旧
工
事
を
緊
急
度
や
被
災
箇
所
周
辺

の
状
況
な
ど
を
見
極
め
、優
先
順
位
を

つ
け
な
が
ら
３
カ
年
の
計
画
で
進
め
て

い
ま
す
。

　
特
集
で
は
、町
の
復
旧
事
業
の
概
要

と
と
も
に
、町
内
各
地
区
で
開
催
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」で
町
の
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見・ご
質
問

を
紹
介
し
ま
す
。

豪
雨
災
害
か
ら
ま
も
な
く
1
年

３
カ
年
計
画
で

復
旧
工
事
を
進
め
て
い
ま
す

志和稲荷神社から山王海ダムに向かう山王海2号線。
壊れたガードレールをつなげたラインまで、本来は道路だった。（6月26日の様子）

自転車競技場脇の養鯉場跡地（平沢地区）に
積まれた倒木・流木材

沢内川（左）が氾濫し、大きくえぐれてしまった
上松本境1号線（右）
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公
共
土
木
施
設
の
被
害

　
町
内
の
公
共
土
木
施
設（
道
路
、河

川
、公
園
）で
被
災
し
た
所
は
、５
月
末

日
時
点
で
、９
２
０
カ
所
で
す
。こ
れ

ら
の
う
ち
、大
規
模
な
被
害
は
国
庫
補

助
事
業
と
し
て
、小
規
模
な
も
の
は
町

単
独
事
業
と
し
て
、総
事
業
費（
工
事

費
、修
繕
費
、委
託
料
、用
地
補
償
費

な
ど
）20
億
７
３
１
２
万
７
千
円
を
か

け
て
復
旧
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
農
地
を
優
先
的
に
工

事
し
て
き
た
た
め
、
公
共
土
木
施
設

の
復
旧
工
事
は
本
年
度
か
ら
本
格
的

に
始
ま
り
ま
す
。
小
規
模
な
被
害
は

昨
年
度
で
ほ
ぼ
復
旧
工
事
が
完
了
し

て
い
ま
す
が
、
多
く
の
被
災
箇
所
は

６
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
発
注
し
、

本
年
度
末
に
は
完
了
す
る
計
画
で

す
。

　
た
だ
し
、
災
害
規
模
が
特
に
大
き

い
山
王
海
２
号
線
（
志
和
稲
荷
神
社

か
ら
山
王
海
ダ
ム
に
向
か
う
道
路
）

と
上
松
本
境
１
号
線
（
沢
内
川
沿
い

の
道
路
）
は
、
本
年
度
と
来
年
度
の

２
カ
年
に
か
け
て
復
旧
工
事
を
行
う

予
定
で
す
。

「
こ
の
あ
た
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
？
」「
こ
こ
も
被
害
を
受
け
て
い
る

け
れ
ど
、
着
工
す
る
予
定
は
？
」
な

ど
、
お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
、
町

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
林
施
設
の
被
害

　
町
内
の
農
林
施
設
（
農
地
・
農
業
用
施
設
）

で
被
災
し
、
国
や
町
か
ら
の
補
助
な
ど
を

受
け
て
復
旧
す
る
も
の
は
、
５
月
末
日
時
点

で
、
農
地
が
２
１
７
カ
所
、
施
設
が
４
０
０

カ
所
で
す
。
現
在
、
総
事
業
費
（
工
事
費
）

５
億
４
６
２
９
万
５
千
円
を
か
け
て
、
復
旧

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
国
か
ら
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
復
旧
工
事
に
か
か
る
工
事
費
へ
の
補

助
率
が
高
く
な
り
、
大
規
模
な
被
害
が
対
象

と
な
る
国
庫
補
助
事
業
の
補
助
率
は
、
農
地

が
91
・
1
％
、
施
設
が
95
・
5
％
と
な
り
ま

し
た
。

　
農
地
は
、
春
か
ら
の
耕
作
期
に
間
に
合
う

よ
う
、
工
事
を
優
先
的
に
進
め
て
き
た
た
め
、

昨
年
度
中
に
発
注
・
着
工
し
た
も
の
が
多
く
、

ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
一
方
、
農
地
を
優
先
的
に
施
工
し
た
た
め
、

林
道
の
復
旧
は
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り

ま
す
。
林
道
の
被
災
は
18
カ
所
あ
り
、
大
き

な
被
災
場
所
か
ら
着
工
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

例
外
と
し
て
、
鍵
掛
峠
線
（
山
王
海
ダ
ム
か

ら
雫
石
に
抜
け
る
道
路
の
一
部
）
は
、
車
両

通
行
が
困
難
な
た
め
、
手
前
の
町
道
山
王
海

2
号
線
な
ど
の
復
旧
を
待
っ
て
い
る
状
態
で

す
。

　

大
雨
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
作
物
の
再

生
産
支
援
、
代
替
飼
料
の
確
保
な
ど
に
は
、

１
０
６
３
万
４
千
円
。
こ
の
ほ
か
、
流
木
や

土
砂
な
ど
の
撤
去
費
用
を
含
め
る
と
さ
ら
に

経
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
8
月
9
日

豪
雨
災
害
復
旧
事
業
の
概
要

　
町
は
、昨
年
の
災
害
で
被
害
を
受
け
た
場
所
の
復
旧
工
事
に
つ
い
て
、

農
地
、道
路
、河
川
、公
園
の
順
に
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
進
め
て
お

り
、本
年
度
か
ら
は
道
路
や
河
川
の
工
事
が
本
格
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
災
害
に
関
連
す
る
復
旧
工
事
と
災
害
救
助
な
ど
に
か
か
る
予
算

は
、3
カ
年
で
約
30
億
７
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
は
、町
の
本

年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
約
４
分
の
１
に
相
当
す
る
額
で
す
。

公共土木施設災害復旧事業	 単位：千円　　　

事 業 事 業 施　　　設 被災箇所数 事業費（予算額） 備　　　　考

国庫補助事業

道　　　路 26 822,900 事業費
　工事費、修繕費、
　委託料、用地補償費
　など

単独事業
　直営対応分を除く
　今後の見込み分を
　含む

河　　　川 79 790,400
公　　　園 2 3,300

計 107 1,616,600

単 独 事 業
道路・河川 810 421,927
公　　　園 3 34,600

計 813 456,527
合 計 920 2,073,127

※被災箇所数は、日を追うごとに増えてきており、事業費（予算額）も変動しています。
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8
・
9
大
雨
災
害
全
般
に
つ
い
て

○
災
害
復
旧
に
か
か
る
支
出
の
財
源
内
訳
は
、

そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

●
お
お
よ
そ
の
金
額
は
、
国
か
ら
の
補
助
が

12
億
9
千
万
円
、
県
か
ら
の
補
助
が
2
億
9
千

万
円
、
借
金
す
る
の
が
8
億
8
千
万
円
、
農

家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
分
担
金
が
６
２
０
０
万

円
と
な
り
、
町
の
一
般
会
計
か
ら
の
支
出
は

5
億
4
千
万
円
で
す
。

道
路
の
復
旧
工
事
に
つ
い
て

○
大
き
な
道
路
を
優
先
的
に
復
旧
工
事
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
赤
沢
に
は
、
そ
れ
以
外
の
細

か
い
道
路
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
工
事
を
後
ま
わ

し
に
さ
れ
る
と
、
だ
ん
だ
ん
住
む
人
も
減
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

●
町
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
通
常
の
維
持

管
理
で
は
直
せ
な
い
よ
う
な
里
道
（
赤
線
）
や

水
路
（
青
線
）
の
被
災
に
つ
い
て
も
復
旧
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
公
益
性
の
高
い

町
道
や
河
川
の
復
旧
工
事
を
優
先
的
に
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
状
況
に
応
じ
て
、
町
で
砂

利
を
提
供
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
直
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
志
和
稲
荷
神
社
か
ら
山
王
海
ダ
ム
に
向
か
う

道
路
（
山
王
海
2
号
線
）
は
、
い
つ
ご
ろ
直
る

の
か
。
山
王
海
ダ
ム
方
面
に
行
き
た
い
人
は
た

く
さ
ん
い
る
と
思
う
。

●
こ
の
路
線
は
、
道
路
が
道
ご
と
崩
れ
て
し

ま
っ
て
お
り
、
工
事
費
だ
け
で
1
億
2
千
万
ほ

ど
か
か
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
現
在
は
普
通

車
両
も
通
行
で
き
な
い
状
況
で
す
の
で
、
8
月

を
目
途
に
仮
設
の
道
路
を
造
り
、
工
事
車
両
が

通
れ
る
く
ら
い
の
道
幅
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
工
事
の
本
格
的
な
着
工
は
9
月
で
、
来

年
の
夏
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。

○
運
動
公
園
前
の
県
道
が
い
つ
も
冠
水
す
る

が
、
町
の
東
西
を
結
ぶ
大
動
脈
の
道
路
で
あ
る

の
で
、
道
路
を
高
く
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
て

ほ
し
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
日
詰
7
区
へ
の
水
の

浸
入
も
防
げ
る
と
思
う
。

●
道
路
の
高
さ
を
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
主
要
地
方
道
と
し
て
の
位
置

付
け
か
ら
、
県
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

○
5
年
に
1
回
ほ
ど
大
雨
災
害
が
発
生
し
て
い

る
が
、
浸
水
被
害
が
あ
っ
た
道
路
の
か
さ
上
げ

や
、
排
水
路
の
拡
張
な
ど
は
行
え
な
い
か
。
基

盤
整
備
に
よ
り
、
周
辺
の
道
路
が
高
く
な
り
、

宅
地
に
水
が
入
っ
て
き
て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
国
道
と
県
道
の
交
差
点
を
30㎝
ほ
ど

下
げ
て
ほ
し
い
。

●
道
路
の
上
げ
下
げ
は
実
際
、
難
し
い
状
況
で

す
。
排
水
路
の
断
面
に
つ
い
て
は
、
基
盤
整
備

事
業
で
は
、
拡
張
に
限
界
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
整
備
手
法
に
つ
い
て
、
県

と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

河
川
の
復
旧
工
事
・
整
備
に
つ
い
て

○
復
旧
工
事
は
ど
の
よ
う
な
計
画
で
進
め
て
い

く
の
か
。

●
災
害
復
旧
は
基
本
的
に
3
カ
年
計
画
で
進
め

て
い
ま
す
が
、
被
災
箇
所
が
と
て
も
多
く
、
工

事
業
者
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
昨
年
は
農
地

の
復
旧
を
優
先
的
に
行
い
ま
し
た
。

　
土
木
施
設
に
は
、道
路
、河
川
、公
園
が
あ
り

ま
す
が
、中
で
も
道
路
を
優
先
し
て
お
り
、河
川

へ
の
着
手
は
本
年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま

す
。町
単
独
事
業
は
昨
年
度
末
で
お
お
む
ね
9

割
完
了
し
て
い
ま
す
の
で
、残
る
箇
所
も
本
年
度

中
の
復
旧
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、国
庫
補

助
事
業
と
し
て
工
事
す
る
道
路
と
河
川
は
、今

年
の
9
月
ま
で
に
発
注
し
、大
き
く
被
災
し
た
2

路
線
以
外
は
、年
度
内
に
復
旧
の
予
定
で
す
。

○
彦
部
地
区
の
堤
防
に
は
切
れ
目
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
浸
水
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
日
詰
か
ら

廿
木
地
区
ま
で
の
堤
防
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い

る
が
、
向
か
い
側
の
堤
防
だ
け
が
整
備
さ
れ
る

と
、
彦
部
地
区
の
浸
水
被
害
が
拡
大
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
。
今
後
の
水
害
発
生
を
考

え
、
自
宅
の
移
転
を
考
え
て
い
る
人
も
い
る
の

で
、
彦
部
側
の
堤
防
整
備
も
同
時
に
進
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

●
そ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
合
意
形
成

が
図
ら
れ
ず
、
頓
挫
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
国
の
整
備
計
画
に
は
10
年
単
位
で
河
川
整
備
の

実
施
予
定
箇
所
が
示
さ
れ
て
お
り
、現
時
点
で
は
、

彦
部
地
区
の
堤
防
も
10
年
以
内
に
整
備
さ
れ
る

計
画
で
す
。廿
木
地
区
の
堤
防
の
整
備
と
併
せ
て
、

　
町
は
、
６
月
16
日
か
ら
24
日
ま
で
の
間
、
町
内
各
地
区
９
会
場
で
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
を
開

催
し
、「
町
か
ら
の
話
題
」
と
し
て
、
昨
年
の
８
月
９
日
の
大
雨
災
害
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　
の
べ
２
３
７
人
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
の
う
ち
、
大
雨
災
害
に
関
す
る
ご

意
見
・
ご
質
問
と
町
か
ら
の
回
答
を
、
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

（
災
害
以
外
の
分
野
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見・ご
質
問
に
つ
い
て
は
、来
月
以
降
の
紫
波
ネ
ッ
ト
で
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
）

○
ご
意
見
・
ご
質
問　
●
町
か
ら
の
回
答
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対
応
が
可
能
か
国
に
打
診
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
日
詰
地
区
か
ら
廿
木
地
区
ま
で
の
堤
防
整
備

計
画
が
あ
る
が
、
日
詰
川
に
水
門
（
桶
管
）
は

で
き
る
の
か
。
昨
年
の
雨
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

●
降
水
確
率
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検

討
し
て
、
整
備
計
画
を
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
総
合
的
な
視
点
が
必
要
な
の
で
、
も
う
少

し
時
間
を
か
け
て
調
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◯
大
坪
川
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
。何
度
も
あ
ふ
れ

て
い
る
の
で
、対
応
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

●
以
前
は
、
広
い
水
田
が
貯
水
池
の
よ
う
な
機

能
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
河
川
の
越
流
な
ど

を
防
げ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
宅
地
開
発

な
ど
に
よ
る
土
地
利
用
の
変
化
に
よ
り
、
低
い

場
所
に
一
気
に
雨
水
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。「
ゲ

リ
ラ
豪
雨
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
最
近
の
雨

の
降
り
方
が
今
ま
で
と
違
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

国
の
雨
水
排
水
施
設
の
整
備
基
準
も
変
わ
っ
て

く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
対
策
に
は
、
国
の
動

向
を
見
な
が
ら
の
検
討
と
、
国
か
ら
の
財
政
支

援
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

避
難
所
に
つ
い
て

○
昨
年
の
災
害
で
は
、
佐
比
内
小
学
校
が
避

難
所
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
人
に
と
っ
て

は
、
佐
比
内
公
民
館
を
避
難
所
に
す
る
方
が
使

い
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
公
民
館
を
避
難
所
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
脇
を
流
れ
る
川
の
護

岸
を
高
く
す
る
な
ど
し
て
、
公
民
館
が
浸
水
し

な
い
よ
う
に
整
備
し
て
ほ
し
い
。

●
河
川
の
整
備
は
、大
雨
の
降
る
頻
度
、確
率
を

考
慮
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
河
川
に

よ
っ
て
基
準
も
異
な
っ
て
い
ま
す
。年
間
で
１
時

間
に
50
ミ
リ
以
上
の
雨
が
降
っ
た
回
数
は
、30
年

前
の
平
均
と
比
べ
る
と
、こ
こ
10
年
間
で
お
よ
そ

１・５
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、も

の
の
考
え
方
も
、自
然
環
境
に
合
わ
せ
て
変
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。工

事
に
は
多
く
の
お
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、一

度
に
す
べ
て
の
河
川
の
か
さ
上
げ
は
で
き
ま
せ

ん
が
、そ
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。（
土
木
課
）

●
避
難
所
は
、い
ざ
被
災
し
た
時
に
孤
立
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、安
全
を
第
一
に
配
置
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。今
後
の
有
事
に
備
え
て
、教
育

委
員
会
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
総
務
課
）

●
学
校
施
設
に
は
現
在
、水
や
食
料
の
備
蓄
、

毛
布
な
ど
の
非
常
用
具
が
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

普
段
は
学
校
の
本
校
舎
に
は
一
般
の
人
が
入
れ

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、有
事
に
備
え

て
総
務
課
と
の
連
携
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。一
方
、い
ざ
と
い
う
時
に
避
難
所
生
活
の
場

と
な
っ
た
際
に
、子
ど
も
た
ち
の
学
校
教
育
は
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
も
検
討
す
る
必
要
も
あ
り

ま
す
。（
教
育
委
員
会
）

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

○
自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
、
消
防
団
と
同
じ

よ
う
な
活
動
に
な
る
と
思
う
が
、
保
険
な
ど
の

加
入
は
町
で
や
っ
て
も
ら
え
な
い
の
か
。
ま
た
、

自
主
防
災
組
織
は
、
町
の
防
災
組
織
の
一
部
に

組
み
込
ま
れ
、
情
報
提
供
を
受
け
、
そ
れ
な
り

の
役
目
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
自
主
防
災
組
織
は
、自
助・共
助・公
助
の
「
自

助
・
共
助
」
に
当
た
る
部
分
で
あ
り
、
地
域
で

助
け
合
い
自
立
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
保
険
の
加
入
は
、
そ

の
地
域
や
個
人
で
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
連
絡
体
制
に
つ
い
て
は
、
各
地
で
組

織
さ
れ
て
い
る
自
主
防
災
組
織
に
す
べ
て
連
絡

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
災
害
の
状
況
を

見
な
が
ら
、
対
象
地
区
の
自
主
防
災
組
織
に
連

絡
を
行
い
ま
す
。

○
地
区
全
体
が
被
災
し
た
場
合
、隣
接
地
区
と
の

関
わ
り
が
必
要
だ
と
思
う
。自
主
防
災
組
織
に
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
で
は
な
い
か
。他
の
自
主

防
災
組
織
と
の
連
絡
体
制
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

●
町
内
で
は
現
在
、
54
の
地
区
で
自
主
防
災
組

織
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
連
絡
体
制
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
解
決
す
べ
き
課
題
と
し
て
考

え
て
い
き
ま
す
。

町
の
防
災
体
制
に
つ
い
て

○
昨
年
の
災
害
で
、
西
部
の
山
沿
い
に
土
砂
災

害
の
危
険
が
あ
る
場
所
が
多
数
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
き
な
が

ら
、
防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
し
て
ほ
し
い
。

●
今
年
に
な
り
、山
沿
い
の
危
険
な
場
所
に
つ
い

て
、国
や
県
な
ど
と
一
緒
に
歩
い
て
確
認
調
査
を

し
ま
し
た
。ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
は
、現
在

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、新
し
い
マ
ッ
プ
は
、

来
年
度
早
期
に
配
布
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
世
界
的
に
局
地
的
な
豪
雨
が
増
え
て
い
る

が
、
対
策
は
何
か
議
論
さ
れ
て
い
る
か
。

●
対
策
に
は
苦
慮
し
て
い
ま
す
。昨
年
の
よ
う
な

豪
雨
災
害
に
対
応
し
て
、現
在
の
施
設
規
模
を
倍

に
す
る
に
は
、多
額
な
お
金
が
か
か
り
ま
す
。専

門
家
を
交
え
な
が
ら
、遊
水
池
も
視
野
に
入
れ
て

最
も
適
切
な
対
策
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

土のうで応急処置している繋
つなぎ

川（赤沢地区）
（7月4日の様子）
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　昨年の災害では、幸いにも、町内で亡くなられた人はいませんでした
が、今後、いつどのような災害が発生するか分かりません。家屋の点検
など、備えを万全にしましょう。もしも災害が起こった場合には、昨年の
被害発生地域を思い出し、「早めに命を守る行動」をとってください。
　また、町のホームページでも防災マップを見ることができます。地区
の危険な場所や避難場所を普段から意識しておくことが大切です。

いつ来るか分からない
大雨に備えましょう

　
紫
波
町
消
防
団
（
阿
部
悦
尚
団
長
）
は
、

昨
年
８
月
９
日
の
大
雨
災
害
に
お
け
る
水

防
や
救
助
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
消
防
庁

長
官
、（
財
）
岩
手
県
消
防
協
会
総
裁
、
全

国
水
防
管
理
団
体
連
合
会
長
、
国
土
交
通

大
臣
か
ら
功
労
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
阿

部
悦
尚
団
長
は
「
先
の
災
害
で
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
婦
人
消
防
協
力
隊
の
協
力
や
消
防
署

の
指
導
の
お
か
げ
。
表
彰
は
、
消
防
団
全

員
の
功
績
で
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
の

災
害
に
備
え
て
、
消
防
団
・
協
力
隊
一
丸
と

な
り
、
ま
す
ま
す
訓
練
を
重
ね
て
い
く
と
と

も
に
、
今
度
は
無
火
災
で
受
賞
で
き
る
よ

う
に
、
活
動
に
励
み
た
い
で
す
」
と
地
域
を

守
る
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

町消防団が災害対応活動について
功労表彰を受けました

町の皆さんからの
情報が

判断の要です
　昨年の８月９日の災害では、町、
消防団、消防署、警察署それぞれ
に膨大な情報が集まり、より緊急
度の高いものの判断が難しい状況
でした。今後の課題は、提供され
た情報から、「生命、身体、財産」
の順に優先順位をつけて対応し、
より緊急度の高いものから対応して
いくことです。
　そのためにも、関係団体と協力
しながら、情報の連携の在り方を
考えていきたいと考えています。ま
た、町の皆さんからの情報が判断
の要になりますので、緊急時の連
絡では「何がどのような状態か」と
いう情報をお伝えください。
　町は現在、昨年の８月９日の被
害状況を踏まえた最新の防災マッ
プを作成しており、来年度の早い
時期に全戸配布を予定しています。
　また、自主防災組織については、
高齢化が進み、町内の昼人口が減
少している現在、「何をどこまでで
きるのか」という観点から、それぞ
れの地域に合った形で取り組むこと
が重要です。自主防災組織を検討
されている地区がありましたら、情
報提供や助言などに伺いますので、
総務課までご連絡をお願いします。

■担当　総務課 消防防災室
　☎672-2111（内線3131）

大雨特別警報を見たり聞いたりしたら
こんなことに注意しましょう
山や崖、川のそばは、大変危険！
➡すぐに離れ、安全な場所へ避難しま
しょう。

避難勧告や避難指示が出ていたら
➡すぐに避難しましょう。
　家の周りが水につかっていたり、夜で真っ暗なときは、外に出るとかえって
危険。家の２階など、家の中の少しでも安全な場所へ避難しましょう。

大切なこと
➡特別警報を待たず、早め早めに行動しましょう。
　町から避難の情報が発表されていないか、天気予報で大雨になると言って
いないか、外の様子に普段と変わったことはないか確認しましょう。

注意報などお知らせの違い
大 雨 注 意 報
大雨になるかも

大 雨 警 報
大雨になりそう

大雨特別警報
さらに激しい雨になりそう

注意して！災害が
起こるかもしれません。

これまでにない
危険がせまっています。

危ない！
このままだと大きな
災害が起こりそう。
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感謝状贈呈者と主な功績
（写真左から順に）

〇佐藤　昭八氏	東京大学図書館在職中に松田
智雄氏（胡堂の娘婿）の下で仕事をした縁で、
野村胡堂・あらえびすの研究に取り組む。

〇田村　　毅氏	同館運営審議委員を平成8年か
ら平成23年まで務める。「野村胡堂宛書簡」の
冊子化・電子化に携わる。

〇箱石　匡行氏	同館運営審議委員を平成8年か
ら平成23年まで務める。野村胡堂・あらえび

すに関する講座を同館開館から実施する。
〇花篭陽太郎氏	彦部地区野村胡堂顕彰会（昭和
62年12月発足）初代会長。同館運営審議委
員を平成8年から平成17年まで務める。平成
7年に発足した同館協力会会長を平成17年ま
で務める。

〇藤倉利恵子氏（欠席）　胡堂夫妻と交流のあっ
た童話作家藤倉四郎氏の妻。胡堂に関する貴
重な資料を町へ寄贈。

〇嶺　　貞子氏（代理 川嶋容子氏）　声楽家。
平成７年から紫波町で開催している野村記念
講座を企画。初回から昨年開催の第31回まで

の全てのコンサートに出演。
〇八重嶋　勲氏	彦部地区野村胡堂顕彰会顧問、
同館運営審議委員を歴任。現在NPO法人野
村胡堂・あらえびす記念館協力会副理事長を
務める。「野村胡堂宛書簡」の解読、『野村胡
堂・あらえびす来簡集』の編集に携わる。

〇（株）音楽之友社様　CD・出版事業を通した
「野村胡堂・あらえびす」や同館の周知に大い
に貢献。

〇（株）文藝春秋様　出版事業を通した「野村胡
堂・あらえびす」や同館の周知に大いに貢献。

希望郷いわて国体紫波町実行委員会
　町はこれまで、いわて国体開催に
向けて「準備委員会」として準備を
進めてきていましたが、6月2日に開
催した総会で、実行委員会（熊谷泉
会長）に移行しました。国体の成功
に向けて、関係者だけでなく町民が
一丸となり「オール紫波」で盛り上
げていくことを確認しました。

おもっち
（自転車バージョン）

 わんこきょうだいが自転車競技場に来場
　いわて国体自転車競技の会場となる紫波自転車競技場で
開催された紫波サイクルチャレンジ大会に、いわて国体マス
コットキャラクターわんこきょうだいの「おもっち」が来場
し、参加者と握手や一緒に写真を撮り交流を図りました。

　

新
緑
が
映
え
、さ
わ
や
か
な
陽
気
に
包
ま
れ
た
６

月
14
日（
土
）、野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館
開

館
20
周
年
記
念
式
典
が
同
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

熊
谷
町
長
は「
開
館
か
ら
、胡
堂
先
生
の
書
籍
、書

画
の
展
示
の
ほ
か
、芸
術
文
化
を
発
信
す
る
施
設

と
し
て
、講
演
会
や
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
、講
座

な
ど
を
開
催
し
て
き
た
。今
後
も
地
域
に
愛
さ
れ

親
し
ま
れ
る
施
設
を
目
指
し
、関
係
者
と
地
域
の

皆
様
と
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。式
典
で

は
、野
村
胡
堂
の
顕
彰
活
動
に
多
大
な
影
響
、支
援

を
い
た
だ
い
た
７
人
と
２
団
体
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
午
前
中
に
は
、作
家
で
同
館
名
誉
館

長
の
高
橋
克
彦
氏
と
、絵
本
作
家
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
野

村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館
協
力
会
の
理
事
長
で

あ
る
澤
口
た
ま
み
氏
に
よ
る
開
館
20
周
年
記
念
対

談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。お
二
人
は「
胡
堂
の
す
ご
さ

は
、『
銭
形
平
次
』だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
」と
意
気

投
合
し
、澤
口
氏
は「
Ｓ
Ｆ
や
ホ
ラ
ー
に
も
定
評
の

あ
る
胡
堂
が
、さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
通
じ
て
伝
え

た
か
っ
た
も
の
を
、記
念
館
と
し
て
捉
え
、胡
堂
が

ど
ん
な
風
に
す
ご
か
っ
た
の
か
を
、胡
堂
を
生
ん
だ

紫
波
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」と
記
念
館
の
今
後
の
活
動
に
向
け
、力
強

く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

幾
多
の
支
援
に
感
謝
し

胡
堂
の
心
を
後
世
に

〜
開
館
20
周
年
記
念
式
典
〜

記念対談の様子

国体
だより
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59 ●発行● 財団法人 紫波町体育協会 ☎676-2650  
E-mail:taikyou@gymna-shiwa.jp

体協だより

教室名（会場） 開催期間・対象・定員 内　　容 受講料

元気いきいき教室
（総合体育館）

期間：8/26～10/21（８回）
毎週火曜､9:30～11:30
対象：一般成人　 定員：25人

ニュースポーツを通じて健康維持増進を目指
します。体と脳を使って、リフレッシュ。 2000円

ナイターテニス教室
（運動公園テニスコート）

期間：8/27～10/1（６回）
毎週水曜､19:00～20:50
対象：一般成人　 定員：30人

硬式テニスの基本を指導します。体を動かし
日常のストレス発散。貸しラケット（無料）が
有ります。

2000円

水中運動教室
（ラ・フランス温泉館）

期間：9/12～11/28（６回）
第2・4金曜､14:00～15:00
対象：一般成人　 定員：20人

初めての人にも優しく指導します。水の特性
を大いに使って心身ともにリフレッシュ！
男性も大歓迎！

1500円

親子リズム教室
（総合体育館小アリーナ）

期間：9/18～10/30（４回）
第1･3･5週木曜､10:00～11:00
対象：幼児（2歳以上）と保護者
定員：20組

親子でふれあい、音楽にあわせて身体を動か
しましょう。
※満2歳以上のお子さんが対象です。

2000円

テニス教室
日中平日コース
（サン・ビレッジ紫波）

期間：8/20～10/1　（６回）
毎週水曜､10:00～12:00
対象：一般成人　定員：15人

平日の日中開催の硬式テニス教室です。初め
ての人も大歓迎です。 
貸しラケット（無料）が有ります。
※9/17休講日

2000円

小学生スポーツ教室
（総合体育館）

期日：7/30・7/31（2回）
10:00～11:00
対象：小学１･２･３年生
定員：20人

マット運動・かけっこ・ボールコーディネー
ションなど取り入れたプログラムです。
自分が思うように体を動かせるかな？

800円

7月18日（金）午前9時から、総合体育館窓口にて受付開始。

会員登録料
（保険料込）

幼　児 小中学生 高校生以上 60歳以上
無　料 800円 1300円 1000円

　教室受講希望者は体育館窓口で会員登
録が必要です。詳しくは体育館窓口でご確
認ください。

平成26年度｜中期スポーツ教室のご案内

◇注意事項◇
＊各教室とも定員になり次第、申し込みを締め切ります。
＊開講２日前までに、５人以上の申し込みがない教室は開講しません。
＊申し込み後、開講日の１週間以内となってからのキャンセルについては、参加料（登録
料含）の返金はできません。

【問合せ】
紫波町体育協会（総合体育館内）

☎676-2650／有線01-3151

当日は、混みあうことが予想されるため、午前８時から、玄関前で整理券を配布します。
整理券は、教室別に配ります。1人2家族分まで。
整理券有効期限：7月18日のみ（受付時間：午前9時～午後８時30分）

ナイターテニス教室 元気いきいき教室 親子リズム教室
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｢新体操体験教室｣開催報告

　６月12日、小学生の基礎体力向上を目的とした「新
体操体験教室」を開催しました。講師は、北上翔南高
校女子新体操部の顧問である本堂厚子先生が務め、町
内外から24人の小学生が参加しました。子どもたちは、
柔軟体操でウォーミングアップを行ったあと、ボール・
フープ・リボンなどの新体操特有の手具を使ってリズ
ムに合わせて踊り、体を動かす楽しさを体感しました。
子どもたちからは、「もっとやりたい｣｢また挑戦したい」
などの声が聞かれました。
　同体験教室は、12月にも開催予定です。美しく華麗
な舞を披露してくれる県内の高校、ジュニアの選手に
よる女子新体操公開演技会も予定していますので、皆
さんぜひご来場ください。

ブリッジトンネルをくぐる様子。お見事！

音楽に合わせてフープを使い、リズミカルに体を動かす子どもたち

マラソン大会の開催日変更についてお知
らせ

　今年で34回目となる町民マラソン大会の開催日が、他大会との兼ね
合いにより、次のとおり変更になりました。イベントカレンダーに記載
されている開催日は変更以前のものですので、ご注意ください。

【変更前】９月２８日（日）→【変更後】９月１５日（月･祝）

｢第６６回岩手県民体育大会
紫波町選手団結団式」開催

報告

　総合体育館で６月６日、第66回岩手県民体育大会
紫波町選手団結団式を行いました。町からは27競技
に総勢約500人が出場し、上位入賞を目指して熱い
戦いを繰り広げます。

熊谷町長の激励に真剣な表情で耳を傾け、決意を新たにする紫波町選手団

陸上競技場とテニスコート
が復旧 ～貸出再開しました～

お知
らせ

　昨年８月の水害により、陸上競技場とテニスコート
の貸し出しを停止していましたが、テニスコートは６
月１日から、陸上競技場は６月30日から貸し出しを再
開しました。利用される皆さんには、長期間大変ご
迷惑をおかけしました。

テニスコートは4面あります
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【申込・問合せ】長寿健康課 健康推進室　☎672-4522  有線01-8991

酸
蝕
歯
と
虫
歯
の
違
い
は

　
酸
蝕
歯
も
虫
歯
も
歯
が
溶
け
る
こ
と
に

違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
虫
歯
は
、
口
の
中

で
増
え
た
細
菌
が
出
す
酸
に
よ
っ
て
歯
が

溶
か
さ
れ
て
い
る
状
態
（
う
蝕
）
で
す
が
、

酸
蝕
歯
は
口
の
中
に
入
れ
た
酸
性
の
飲
食

物
に
よ
っ
て
直
接
歯
が
溶
け
る
状
態
（
脱

灰
）
を
い
い
ま
す
。

酸
蝕
歯
の
原
因
は

　

酸
蝕
歯
の
原
因
は
、
酸
性
が
強
い
飲
食

物
に
よ
っ
て
、
口
の
中
が
酸
性
に
な
る
こ

と
で
す
。

　

酸
性
度
が
高
い
も
の
と
し
て
思
い
浮
か

べ
る
の
が
レ
モ
ン
。酸
性
度
を
あ
ら
わ
す

ｐ
H（
中
性
が
ｐ
H
７
。そ
れ
よ
り
数
値
が

大
き
い
と
ア
ル
カ
リ
性
、小
さ
い
と
酸
性
）

が
5・5
～
5・7
あ
た
り
か
ら
歯
の
エ
ナ

メ
ル
質
が
溶
け
始
め
ま
す
が
、レ
モ
ン
の

ｐ
H
は
2・1
で
す
。

　

虫
歯
に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
る

コ
ー
ラ
は
ｐ
H
２・
2
と
レ
モ
ン
と
同
じ

く
ら
い
の
酸
性
度
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
ｐ
H
３・
5
と
黒

酢
ド
リ
ン
ク
と
同
じ
く
ら
い
の
酸
性
度
が

あ
り
ま
す
。オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
や
リ
ン
ゴ

ジ
ュ
ー
ス
も
ｐ
H
２・8
と
酸
性
度
が
高
い

飲
み
物
で
す
。さ
ら
に
、こ
れ
ら
の
飲
み
物

は
砂
糖
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
酸
蝕

歯
の
リ
ス
ク
と
と
も
に
虫
歯
の
リ
ス
ク
も

高
く
な
り

ま
す
。

酸
蝕
歯
を
防
ぐ
に
は

長
い
時
間
飲
み
食
い
し
な
い

　

食
事
で
酸
性
に
な
っ
た
口
は
、
唾
液
に

よ
っ
て
中
性
に
戻
り
ま
す
。
し
か
し
、
時

間
を
決
め
ず
に
だ
ら
だ
ら
と
お
や
つ
を
食

べ
た
り
、
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
だ
り
す
る
と
、

い
く
ら
唾
液
を
出
し
て
も
中
性
に
戻
る
暇

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ジ
ュ
ー
ス
は
控
え
め
に
、

お
や
つ
は
時
間
を
決
め
て
食
べ
さ
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

哺
乳
瓶
に
入
れ
る
の
は
ミ
ル
ク
だ
け

　
上
あ
ご
に
押
し
付
け
る
よ
う
に
飲
む
哺

乳
瓶
は
、
酸
性
の
液
体
が
直
接
前
歯
の
裏

に
当
た
る
の
で
、
そ
の
部
分
が
酸
蝕
歯
に

な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
寝
る
と
唾
液
の

分
泌
が
減
り
ま
す
の
で
、
夜
中
に
哺
乳
瓶

を
使
う
こ
と
は
さ
ら
に
酸
蝕
歯
の
リ
ス
ク

と
な
り
ま
す
。

　

虫
歯
の
予
防
の
た
め
に
も
、
コ
ッ
プ
や

ス
ト
ロ
ー
で
飲
み
物
を
飲
め
る
よ
う
に
練

習
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
歯
を
守
る
の
は
親
の
役
目

　
子
ど
も
の
歯
は
大
人
に
比
べ
て
や
わ
ら

か
い
た
め
、
酸
蝕
歯
に
な
り
や
す
い
こ
と

が
特
徴
で
す
。
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
な
い
子
ど
も
の
歯
を
守
れ
る
の
は
親
し

か
い
ま
せ
ん
。

　

町
は
、
幼
児
期
の
歯
科
健
康
診
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
歯
科
診
察
の
ほ
か
、
歯

科
衛
生
士
に
よ
る
歯
み
が
き
指
導
や
歯
科

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

子どもの歯を
酸
さ ん し ょ く  し  

蝕歯から
守りましょう。

健康

健やかランド紫波健康と福祉の情報コーナー
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【問合せ】 福祉課 福祉推進室☎672-2111（内線1523）

ご存知ですか？自立支援医療
（精神通院医療）

福祉と健康
すこやか情報室

　
精
神
疾
患
に
よ
っ
て
、
継
続
し
て
通
院
治
療

を
受
け
る
場
合
、
医
療
費
の
負
担
が
多
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
そ
の
よ

う
な
医
療
費
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

○
ど
ん
な
人
が
対
象
に
な
る
の
？

　

何
ら
か
の
精
神
疾
患
に
よ
り
、通
院
に
よ
る

治
療
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
人
が
対
象
で
す
。

　
対
象
に
な
る
の
は
、
全
て
の
精
神
疾
患
で
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
ま
す
。

・
統
合
失
調
症

・
う
つ
病
・
躁
う
つ
病
な
ど
の
気
分
障
害

・
不
安
障
害

・
薬
物
な
ど
の
精
神
作
用
物
質
に
よ
る
急
性

中
毒
ま
た
は
そ
の
依
存
症

・
知
的
障
害

・
発
達
障
害

・
て
ん
か
ん　
な
ど

○
医
療
費
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
る

　
医
療
の
範
囲
は
？

　

精
神
疾
患・精
神
障
害
や
、精
神
障
害
の
た

め
に
生
じ
た
症
状
に
対
し
て
、病
院
や
診
療
所

に
入
院
し
な
い
で
行
わ
れ
る
医
療（
外
来
、投

薬
、デ
イ
ケ
ア
、訪
問
看
護
）が
対
象
で
す
。

※
次
の
よ
う
な
医
療
は
対
象
外
で
す
。

・
入
院
医
療
の
費
用

・
公
的
医
療
保
険
の
対
象
に
な
ら
な
い
治
療
、

投
薬
な
ど
の
費
用
（
例
：
病
院
や
診
療
所

以
外
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

・
精
神
疾
患
・
精
神
障
害
と
関
係
の
な
い
疾

患
の
医
療
費

○
医
療
費
の
自
己
負
担
は
ど
の
く
ら
い
？

　

公
的
医
療
保
険
で
３
割
の
医
療
費
を
負
担

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
１
割
に
軽
減
し
ま
す
。

（
例
：
か
か
っ
た
医
療
費
が
７
０
０
０
円
、
医

療
保
険
に
よ
る
自
己
負
担
が
２
１
０
０
円
の

場
合
、
本
制
度
に
よ
り
自
己
負
担
を
７
０
０

円
に
軽
減
し
ま
す
）

○
手
続
き
方
法
は
？

　

申
請
は
、福
祉
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
、「
受
給
者
証（
自
立
支

援
医
療
受
給
者
証
）」が
交
付
さ
れ
ま
す
。申
請

に
必
要
な
書
類
や
持
ち
物
が
内
容
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
福
祉
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

S U K O Y A K A  L A N D  S H I W A

　ウメにはクエン酸が多く含まれ、疲労回復効
果があるといわれています。

材料（４人分）

青ウメ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1kg
砂　糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・700ｇ
1ウメは洗って、なり口の黒い部分を竹串で取り除

く。その後、針で全体をつついて水に浸す。
2鍋に60℃くらいのお湯をたっぷりわかす。鍋を

火からおろして1を入れ手早く混ぜ、20分ほど
おいたらウメを取り出す。

32のお湯を80℃くらいに熱したら鍋を火からお
ろし、ウメを鍋に戻して20分ほどおく。

43をもう一度繰り返し、冷めたら、たっぷりの水
に浸し、一晩おく。

5鍋に水3カップと砂糖1/4量を入れて弱火で溶
かし、火を止めて水気を切ったウメを並べる。並
べたら、クッキングシートでふたをし、弱火にか
け、ウメが熱くなったら火を止めて冷ます。

6ウメが冷めたら、再び弱火にかけ、熱くなったシ
ロップを少し取り出す。

7取り出したシロップに、残りの砂糖の半分を溶か
して鍋に戻し、鍋をゆすって全体になじませて火
を止める。

8最後にもう一度、弱火にかけ、熱くなったシロッ
プを取り出し、残りの砂糖を溶かして鍋に戻し、
全体になじませる。

9１日～２日おいて甘みを含ませたら出来上がり。

梅の甘露煮
紫波町食生活改善推進員協議会 志和地区会員

杉浦和子さんのレシピです

からだよろこぶ
ヘルシーレシピ

●ポイント
　保存もでき、ゼリーや寒天などに応用するの

もおすすめです。
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購
入
を
希
望
す
る
人
は
、軽
ト
ラ
ッ
ク
で
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時	

７
月
19
日（
土
）、20
日（
日
）

午
前
８
時
～
午
後
４
時

※
雨
天
の
場
合
は
26
日（
土
）、27
日（
日
）に
延
期
。

■
会
場	

森
林
組
合
紫
波
工
場（
農
林
公
社
片

寄
事
務
所
、片
寄
字
野
畑
地
内
）

■
内
容	

ナ
ラ
30㎝・40㎝
、雑（
広
葉
樹
）

30㎝（
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
の
バ
ラ
積
販
売
）

■
価
格　
ナ
ラ	

１
台
２
万
円（
税
込
）

　
　
　
　
雑	

１
台
１
万
８
５
０
０
円（
税
込
）

■
問
合
せ　
（
一
社
）紫
波
町
農
林
公
社

☎（
９
０
７
）６
９
３
３　
有
線（
０
１
）２
７
１
８

片
寄
事
務
所　
☎
０
８
０（
４
４
２
８
）６
１
１
９

有
線（
０
３
）５
０
４
９

　
自
分
や
家
族
の
健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。講
義
や
実
習
を
と
お
し

て「
栄
養・運
動・心・生
活
習
慣
病・た
ば
こ・が

ん・歯
」に
つ
い
て
学
び
ま
す
。コ
ー
ス
修
了
者
は
、

「
冬
季
ウ
ォ
ー
ク
教
室
」参
加
ご
優
待
！

■
日
程	

７
月
25
日
、８
月
８
日
、８
月
22
日
、９

月
５
日
、９
月
12
日
、9
月
19
日
、10
月
10
日
、10

月
17
日
、11
月
14
日
、11
月
28
日（
各
金
曜
日
、い

ず
れ
も
午
前
中
開
催
。全
10
回
）

■
内
容　
講
義
、町
内
外
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

調
理
実
習
な
ど
の
体
験
実
習

■
受
講
料　
１
０
０
０
円

■
定
員	

30
人

■
申
込・問
合
せ　
長
寿
健
康
課 

健
康
推
進
室

☎（
６
７
２
）４
５
２
２　
有
線（
０
１
）８
９
９
１

　
こ
れ
か
ら
簿
記
記
帳
を
始
め
よ
う
と
す
る
人

を
対
象
と
し
た
、初
級
研
修
で
す
。簿
記
の
基
本

か
ら
パ
ソ
コ
ン
記
帳
ま
で
学
べ
ま
す
。参
加
無
料

■
日
時	

７
月
28
日（
月
）～
30
日（
水
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

■
会
場	

矢
巾
北
中
学
校 

３
階 

パ
ソ
コ
ン

ル
ー
ム

■
内
容	

農
業
簿
記
の
基
本
、記
帳
の
演
習
、パ

ソ
コ
ン
演
習

■
定
員
　
30
人

■
申
込・問
合
せ　
７
月
22
日（
火
）ま
で

農
林
課 
農
政
企
画
室

☎（
６
７
２
）２
１
１
１（
内
線
３
３
２
４
）

有
線（
０
１
）８
９
３
１

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
紫
波
み
ら
い
研
究
所
」が
提
案

す
る
食
育
推
進
事
業
と
し
て
、「
ゆ
き
ち
か
ら
」

（
小
麦
粉
）を
使
っ
た
パ
ス
タ
と
旬
の
夏
野
菜
で

料
理
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　
７
月
30
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

■
会
場　
情
報
交
流
館 

１
階 

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ

■
内
容　
夏
野
菜
の
つ
め
た
い
パ
ス
タ
、ト
マ
ト

の
コ
ン
ポ
ー
ト

■
講
師　
（
株
）高
橋
農
園

■
対
象　
小
学
生 

10
人

■
参
加
料　
１
人　
５
０
０
円

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、上
履
き

■
申
込・問
合
せ　
７
月
22
日（
火
）ま
で

農
林
課 

食
育
担
当

☎（
６
７
２
）２
１
１
１（
内
線
３
３
１
２
）

有
線（
０
１
）８
８
２
２

　
「
手
作
り
工
房
き
く
ぱ
ん
」が
提
案
す
る
食
育

推
進
事
業
で
す
。地
元
産
食
材
を
使
い
、絵
本
の

中
に
出
て
く
る
食
事
や
お
や
つ
な
ど
を
作
り
ま

す
。絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
行
い
ま
す
。

※
今
回
は
、５
月
25
日
に
実
施
予
定
だ
っ
た
内
容

を
行
い
ま
す
。

■
日
時	

８
月
10
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時

■
会
場	

情
報
交
流
館 

１
階 

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ

■
内
容	

野
菜
パ
ン
は
い
か
が
？

読
み
聞
か
せ「
ぎ
ょ
う
れ
つ
の
で
き
る
パ
ン
や
さ

ん
」　
作 

ふ
く
ざ
わ 

ゆ
み
こ

■
対
象　
５
歳
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
子

と
親　
10
組

■
参
加
料　
親
子
１
組　
１
０
０
０
円

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、上
履
き

■
申
込・問
合
せ　
７
月
30
日（
水
）ま
で

農
林
課 

食
育
担
当

☎（
６
７
２
）２
１
１
１（
内
線
３
３
１
２
）

（
０
１
）８
８
２
２

　
東
京
や
そ
の
近
郊
に
在
住
し
て
い
る
町
出
身

者
で
組
織
す
る「
紫
波
町
ふ
る
さ
と
会
」が
、町

暮らしの情報

薪ま
き

の
即
売
会 催
　
　
し

紫波エリア担当

レイス治療院グループ
盛岡となん整骨院
盛岡市三本柳10地割17-53
TEL.019-
656-6776

岩手県知事免許（１）第２４４０号・（公社）全日本不動産協会会員

（株）紫波中央不動産
〒028-3305 紫波町日詰字丸盛222-1（ユニバースさんそば）

☎019-671-2161 紫波中央不動産 検索

売却物件募集中
土地・建物を売ろうか…
お悩みならまずはご相談下さい。

不動産の
ことなら

秘密厳守
相談・査定無料

マッサージのプロフェッショナルを目指すマッサージ師さん募集！

お試し体験
実施中！！
お試し体験
実施中！！

あ
な
た
も
健
康
の
匠
な
り
ま
せ
ん
か
？

元
気
は
つ
ら
つ
メ
ン
バ
ー

                         

テ
ン

養
成
講
座「
プ
ラ
ス
10
」

農
業
経
営
改
善
に
役
立
つ

「
農
業
簿
記
研
修
」

食
の
大
切
さ
を
知
る

子
ど
も
料
理
教
室

絵
本
の
中
の
ク
ッ
キ
ン
グ

～
野
菜
の
声
が
き
こ
え
る
よ
～

紫
波
町
ふ
る
さ
と
会「
夏
の
集
い
」

展示会のお知らせ 「赤石絵画教室 デッサン工房」のメンバー10人と講師の先生の作品が、7月17日（木）まで、野村胡堂・
あらえびす記念館ギャラリーで展示されています。 入場無料ですのでお気軽にお出かけください。
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矢巾町大字又兵工新田5-67-1医療福祉多機能ビルケアセンター南昌（矢幅駅西口）
☎019-698-2015(代)  ☎019-698-3033(受付)

こずかた診療所
内科・リハビリテーション科
■診療時間平日　9:00～12:00/13:30～17:30
■受付時間平日　8:30～11:30/13:15～17:00
■休診　土曜・日曜・祝日

曠野をわたる そよ風に甍も匂う…

盛商同窓会紫波支部総会
（紫波町・矢巾町）

◆日時／平成26年7月5日土 午後5時（終了後懇親会）
◆場所／ショッピングセンターナックスホール ☎019-672-1810
◎懇親会費／男性4,000円 女性3,000円（当日受付）
※申し込みは6月30日（月）までにお願いします。

参加
申込

支部事務局
菅原　一（S47卒）携帯090-5352-8148
川村光英（S56卒）携帯090-8786-4675

介護老人保健施設 博愛荘
■施設概要　在宅復帰に向けた支援を目的に、医学的管理のもとに看護・介護
及びリハビリテーション、その他日常生活のお世話をさせていただきます。
■利用対象者　65歳以上で介護保険の要介護1～5の認定を受けられた方。
※45歳以上の方は特定疾病の診断を受けなおかつ要介護1～5の方

の
皆
さ
ん
と
の
交
流
会「
夏
の
集
い
」を
開
催
し
ま
す
。遠
く

ふ
る
さ
と
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
方
々
と
親
交
を
深
め
ま
せ

ん
か
。

■
日
時	
８
月
16
日（
土
）　
午
後
４
時
か
ら

■
会
場	
ラ・フ
ラ
ン
ス
温
泉
館　
ホ
テ
ル
湯
楽
々

■
会
費　
４
０
０
０
円

■
申
込・問
合
せ　
７
月
31
日（
木
）ま
で

商
工
観
光
課 

商
工
労
政
室

☎（
６
７
２
）２
１
１
１（
内
線
３
６
２
２
）

　
紫
波
ふ
る
里
セ
ン
タ
ー（
佐
比
内
）は
、毎
年
秋
に
開
催
し

て
い
る「
か
か
し
祭
り
」が
、今
年
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、広
く
出
展
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。開
催
テ
ー
マ
に
合

わ
せ
た
作
品
は
も
ち
ろ
ん
、自
由
な
発
想
で
の
作
品
も
Ｏ
Ｋ

で
す
。皆
さ
ん
も
、こ
の
機
会
に
ユ
ニ
ー
ク
な
か
か
し
作
り
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。出
展
者
の
皆
さ
ん
に
は
助
成
金
も

あ
り
ま
す
。

■
開
催
期
間  

９
月
13
日（
土
）～
10
月
19
日（
日
）※
か
か
し

大
賞
の
投
票
日
は
９
月
23
日（
火
）

■
開
催
テ
ー
マ　
「
大
自
然
と
の
格
闘
」

■
応
募・問
合
せ　
９
月
５
日（
金
）ま
で

紫
波
ふ
る
里
セ
ン
タ
ー
事
務
局　
☎（
６
７
４
）２
７
５
７

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

団
員
募
集

　
小
学
生
以
上
の
少
女
、協
力
し
て

く
だ
さ
る
成
人
女
性
を
募
集
し
て

い
ま
す
。活
動
内
容
な
ど
お
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
岩
手
11
団（
紫

波
）事
務
局 

☎（
６
７
６
）６
７
０
７

募
　
　
集

か
か
し
祭
り
に

出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か

中央公民館からの
お知らせ

広告を募集しています
町内全世帯に配布される町の広報『紫波ネット』
にお店や企業の広告を載せてみませんか？
詳しくはお問い合せください。

掲載料　1枠10,800円（税込み・デザイン料除く）
◆申込・問合せ 企画課 情報政策室

☎672-2111 内線3232
*joho@town.shiwa.iwate.jp

わが家の「おすすめ本」
ＰＯＰコンクール
　本の感想や素晴らしさを、本の紹介
カードでＰＲしてみませんか。
■応募区分
小学校（低学年・高学年）の部、中学校
の部、高等学校の部、家族の部
■応募資格　町内に就学、居住してい
る児童生徒またはその家族
■応募規定　1人１点まで。題材は自由
（マンガ以外）。Ａ５判の厚みのある紙
を使用。字数、画材などは自由。ＰＯＰの
中に書名と著者名を明記すること。
■応募方法  9月30日（火）までに中央
公民館へ応募用紙と一緒に持参もしく
は郵送。町内各学校の児童生徒は、学校
を通しての提出可。また、各地区公民館
でも受け付けます。

第41回紫波町
読書感想文コンクール
■応募区分
小学校（各学年）の各部、中学生（各学
年）の部、高校生・一般の部
■応募資格　町内に居住、就学、勤務し
ている人
■応募規定　自由課題（教科図書教
材を除く）、未発表の作品に限ります。
　小学校低学年は８００字以内、小学
校中・高学年は１２００字以内、中学校・
高校・一般は２０００字以内（４００字詰
め20行×20字の縦書き原稿用紙によ
る）
■応募方法　11月12日（水）まで。町
内各学校の児童生徒は学校を通じて、
その他は中央公民館に、直接または郵
送で応募してください。

芸術祭展示部門に
出品してみませんか
■開催日時　11月1日（土）～ 3日（月）

■会場　中央公民館　全館
■出展資格　町内に在住または勤務し
ている人
■作品規格
書道・水墨画（半切以内、額縁か軸装）
／日本画・洋画（50号以内、厚さ10㎝、
重さ５kg以内）／写真（全紙以下、パネ
ルか額装）／工芸（展示可能な体裁）／
文芸（色紙・短冊など）／盆栽（展示可能
な体裁）以上各分野1人1点／菊花（展
示可能な体裁1人5点以内）／華道（流
派の制限なし 1社中7点以内）／その
他 （展示可能な体裁）
■申込方法　出展申込書を10月1日
（水）までに、中央または地区公民館
へ。※「要項」の必要な人は中央公民館まで

■応募・申込・問合せ　中央公民館  ☎６７２-３３７２  ＦＡＸ  ６７２-１５５３  有線０１-２９２２  〒０２8-３３０５ 日詰字下丸森24-2

♪スポットイベント♪
同期間中に、中央公民館ロビーで行う
スポットイベントへの出演者を募集し
ます。ジャンルは問いません。出演時
間は30分程度です。詳細は中央公民
館まで
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暮らしの情報

町
職
員
採
用
試
験

　

町
は
、
平
成
27
年
4
月
1
日
採
用
予
定
の
職
員
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

■
職
種
と
採
用
予
定
数

一
般
事
務
５
人
、
土
木
技
術
１
人
、
建
築
技
術
１
人
、
保
育
士
１
人

■
受
験
資
格

○
一
般
事
務　
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
校
以
上

（
大
学
、
短
期
大
学
を
含
む
）
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
27
年
３
月
31

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

○
土
木
技
術 　
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
土
木
の

専
門
科
目
を
履
修
し
高
校
以
上
（
大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
で
の
土

木
の
専
門
課
程
の
履
修
を
含
む
）
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

○
建
築
技
術　
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教

育
法
に
よ
る
短
期
大
学
以
上
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
建
築
に

関
す
る
科
目
を
履
修
し
、
卒
業
し
た
人
若
し
く
は
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
二
級
建
築
士
以
上
の
資
格
を
有
す
る
人
②
二
級
建
築
士
試
験
を
実
務

経
験
無
し
で
受
験
す
る
資
格
を
有
す
る
人

○
保
育
士　
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、保
育
士
資
格

を
取
得
し
、児
童
福
祉
法
で
定
め
る
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
。ま
た
は
、平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
お
よ
び
登
録
見
込
み

の
人

■
試
験
日
・
会
場

○
第
1
次
試
験　
9
月
21
日
（
日
）  

岩
手
大
学

○
第
2
次
試
験　
11
月
中
旬
～
下
旬
（
2
日
間
程
度
を
予
定
）  

町
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
ほ
か

■
申
込
・
問
合
せ　
総
務
課
職
員
管
財
室
で
交
付
す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
同
室
へ
8
月
14
日
（
木
）
ま
で
に
提
出
（
土
日
祝
を
除
く
）

※
受
付
時
間
は
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

※
郵
送
申
込
は
8
月
14
日
（
木
）
午
後
5
時
必
着

総
務
課 

職
員
管
財
室

☎
（
６
７
２
）
２
１
１
１
（
内
線
２
３
１
１
） 

有
線
（
０
１
）
２
８
２
５

臨時福祉給付金
　4月からの消費税引き上げに伴い、所
得の低い人への影響を緩和するために、
「臨時福祉給付金」の給付を行います。
■支給対象者（次の要件をすべて満たす人）
①平成26年1月1日現在、紫波町に住民
票がある人
②平成26年度分の町民税（均等割）が課
税されていない人
③ご自身を扶養している人が町民税（均
等割）を課税されていない人
④生活保護を受給していない人
■給付額  給付対象者1人につき1万円
※次の条件を満たす人は、5千円の追加
給付・・・・老齢基礎年金の受給者、児童扶
養手当の受給者など
■申請方法　給付対象となる可能性が
見込まれる人に、町から案内文書を送付
しました。それに従って手続きし、郵送で
返送してください。
■給付方法　申請書を受理した後に、町

で審査し、該当する人に給付（口座振込）
します。
■問合せ　総務課 総務文書室
☎（６７２）２１１１（内線３１２２）

子育て世帯臨時特例給付金
　4月からの消費税引き上げに伴い、子
育て世帯の負担を軽減するために、「子
育て世帯臨時特例給付金」を給付しま
す。
■給付対象者（次の要件を全て満たすこと）
①平成26年1月分の児童手当（平成26
年2月10日支給済み）を紫波町から受給
されている人
②児童手当受給者の平成25年の所得が
所得制限額を超えないこと（扶養親族が
いないケースで所得額６２２万円未満）
※ただし、児童手当の対象となる児童が、
「生活保護制度の被保護者」である場合
は該当しません。
　また、「臨時福祉給付金」の対象となる
場合は、当該給付金への申請となります。

■給付額　児童手当の対象児童1人に
つき1万円
■申請方法　給付対象者となる児童手
当受給者には申請書用紙を郵送しまし
た。返信用の封筒を同封していますの
で、内容をご確認の上、申請書を返送し
てください。
■給付方法　申請書を受理した後に、町
で審査し、児童手当の振込口座、または
申請書に記載した口座に入金します。た
だし、児童手当の振込口座以外の口座へ
振込を希望する場合は、必要な書類があ
りますのでご確認ください。
※公務員の場合　公務員の児童手当受
給者には、人事担当課から児童手当受給
状況証明書、申請書用紙が届きますの
で、添付書類をご確認の上、平成26年1
月1日時点の住民登録市町村に提出願
います。
■問合せ　福祉課 こども室
☎（６７２）２１１１（内線１５３１）

選挙管理委員の異動について
　平成26年６月９日付の異動について、次
のとおりお知らせします。

現 職 名 氏 名 前 職 名
委 員 長 生内　正昭 委員長職務代理者
委員長職務代理者 横澤　育子 委員
委 員 伊藤　時男 異動なし
委 員 茅野　克己 平成26年６月３日、補充員から補欠

各給付金の申請受付中　9/30〆切
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彦
部
公
民
館
の
庭
内
で
6
月
11
日
、
三

井
報
恩
会
事
業
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
碑
は
、
今
か
ら
約
80
年

前
に
、
彦
部
地
区
が
、
三
井
財
閥
が
設
立

し
た
社
会
事
業
財
団
「
三
井
報
恩
会
」
の

「
特
定
振
興
村
」
と
し
て
援
助
を
受
け

た
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
の
功
績
を
後
世
に

残
そ
う
と
、
彦
部
地
区
民
な
ど
の
有
志
や

三
井
報
恩
会
な
ど
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
三
井
報
恩
会
の

槍
田
松
瑩
理
事
長
や
、
同
会
初
代
理
事

長
を
務
め
た
米
山
梅
吉
記
念
館
の
井
口
賢

明
常
務
理
事
、
達
増
拓
也
知
事
、
熊
谷

町
長
な
ど
約
80
人
が
参
列
す
る
中
、
記
念

碑
建
立
委
員
会
の
阿
部
王
洋
委
員
長
と

三
井
報
恩
会
と
特
定
振
興
村
彦
部
村
を

考
え
る
会
の
長
澤
聖
浩
会
長
が
中
心
と
な

り
、
12
人
の
手
に
よ
っ
て
高
さ
３ｍ
の
記
念

碑
が
除
幕
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
彦
部

小
学
校
５・６
年
児
童
に
よ
る
彦
部
田
植

え
踊
り
の
披
露
、
餅
ま
き
も
行
わ
れ
、
80

年
の
時
を
超
え
て
新
た
に
生
ま
れ
た
絆
を
、

地
域
全
体
で
祝
い
ま
し
た
。

　

彦
部
地
区
で
は
平
成
18
年
、
公
民
館

事
業
と
し
て
「
彦
部
の
歴
史
を
深
め
る

会
」
を
結
成
。
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て

い
た
長
澤
聖
浩
さ
ん
は
、
平
成
24
年
に
研

究
の
成
果
を
ま
と
め
た
「
三
井
報
恩
会

と
岩
手
県
彦
部
村
」
を
発
行
し
、
平
成

25
年
に
は
「
三
井
報
恩
会
と
特
定
振
興

村
彦
部
村
を
考
え
る
会
」
を
立
ち
上
げ
、

三
井
報
恩
会
や
米
山
梅
吉
記
念
館
の
関

係
者
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
活
動
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
除
幕
式
を
終
え
た
長
澤
会
長

は
「
今
ま
と
め
な
け
れ
ば
風
化
し
て
し
ま

う
と
い
う
思
い
で
活
動
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
彦
部
の
歴
史
を
深
め
る
会
の
発
足
か

ら
足
掛
け
８
年
で
す
が
、
そ
の
活
動
の
中

で
報
恩
会
事
業
の
写
真
が
見
つ
か
っ
て
い

な
け
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
の
も
の
に
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
当
時
の
方
々
の
お
導
き
が
あ
っ

た
よ
う
に
も
感
じ
て
い
ま
す
。
80
年
前
、

モ
デ
ル
指
定
が
あ
っ
た
と
き
も
、
今
日
の

よ
う
な
熱
気
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で

す
ね
。
よ
み
が
え
っ
た
交
流
を
大
切
に
し
、

三
井
報
恩
会
、
米
山
梅
吉
記
念
館
、
青

森
県
の
平
内
町
な
ど
、
当
時
の
関
係
者
と

の
歴
史
的
な
交
流
が
、
今
後
さ
ら
に
深
ま

り
、
将
来
的
な
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
」
と
感
慨
深
そ
う
に
話

し
て
い
ま
し
た
。

彦
部
地
区
に
三
井
報
恩
会

事
業
記
念
碑
が
建
立

　

三
井
報
恩
会
は
、
昭
和
９
年
に
三
井
財
閥

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
社
会
事
業
財
団
で
す
。
初

代
理
事
長
を
務
め
た
米
山
梅
吉
氏
が
、
当
時
、

冷
害
や
経
済
恐
慌
で
経
済
難
に
陥
っ
て
い
た
東

北
地
方
の
農
村
を
再
生
し
よ
う
と
、
２
カ
村

を
経
済
更
生
の
モ
デ
ル
農
村
と
し
て
指
定
し

資
金
援
助
す
る
活
動
を
実
施
。
２
カ
村
に
は
、

当
時
の
彦
部
村
と
青
森
県
の
西
平
内
村
が
選

ば
れ
、
当
時
の
村
の
年
間
予
算
を
上
回
る
金

額
が
、
昭
和
10
年
か
ら
５
年
間
投
入
さ
れ
ま

し
た
。
彦
部
村
で
は
、
報
恩
会
に
よ
る
乳
牛

や
綿
羊
の
飼
育
指
導
や
、
稲
作
と
合
わ
せ
た

複
合
経
営
、
台
所
改
善
や
農
繁
託
児
所
の
開

設
の
指
導
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
事
業
が
行
わ

れ
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
農
家
が
窮
地
を
脱
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大勢の地区民や関係者に見守られながら除幕された記念碑
彦部小学校５・６年児童による彦部田植え踊り

平成24年に発行された「三井報恩
会と岩手県彦部村」。 書籍につい
ては、彦部公民館（☎676-4670）
または図書館（☎671-3746）に問
い合わせください。

当
時
建
て
ら
れ
て
い
た
木
製
の
標
柱
。今
回
作
ら
れ
た
記
念
碑

は
、当
時
刻
ま
れ
て
い
た
文
字
を
模
し
て
い
る
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豊かな公が
息づくまち

交付決定額　ステップアップ補助金　290,000円
　発達障がい児・者とその親がなんでも話せる場を提供し、支援の
窓口となる活動を行っています。今後は、当事者が陥りがちな自己
評価の低下による二次障害を防ぐためのペアレントトレーニングを実
施するとともに、当事者勉強会なども開催したいです。

《審査員からのコメント》
　活動を充実させていくことで、当事者や関係者への支援はもちろ
ん、周囲の人や地域の方々が障害に対する理解を深めていくことに
つながるという点からも、非常に意義のある活動だと思います。一
方、とてもデリケートな部分に関わる活動であることから、参加者
の負担などだけでは運営が厳しいと思われます。関連団体や学校、
地域の方々とも連携しながら展開していくなど、今後の活動展開に
工夫が必要だと思います。

交付決定額　ステップアップ補助金　33,000円
　町内外の人に紫波町の歴史や史跡をより深く知ってもらい、町の
誇りや伝統を次世代に伝えていこうと、歴史や伝承を紙芝居などで
紹介する活動や、観光名所案内、出前講座などを実施しています。
今後は、観光案内の方法として新たに「講談」を取り入れて、内容
や手法をバージョンアップしたいです。

《審査員からのコメント》
　しゃ・べーるは、町の観光案内に欠かせない存在に成長している
と思います。「講談」を取り入れることで、伝統芸能に興味を持つ人
が新たにメンバーとして加わる可能性も期待できます。後継者育成
にも力を入れ、活動をさらに充実、継続させてほしいです。

みすず広場発達障がい児・者と
その家族の心を
サポートしたい！

紫波町観光案内人

しゃ・べーる
紫波町講談

「紫凛会」立ち上
げたい！

思いを実現する活動や
地域づくりを応援！
地域づくり活動補助金公開審査会
　町は６月７日、情報交流館で地域づくり活動補助金の公開審査会を開催しました。審査員や一般の参加者など約50
人が集まる中、今回申請した４団体の皆さんが審査会に臨み、活動内容や活動にかける思いを、実際の活動の様子、寸
劇などを交えながら、それぞれの形でＰＲしました。
　この補助金は、町の皆さんの柔軟な発想による地域の活性化や課題解決、また、それに取り組むＮＰＯやボランティア
団体などの組織づくりを支援するために助成するもの。事業が始まっ
た平成20年度から25年度まで、のべ40団体に対し約500万円を交
付しています。
　今回の審査会で発表した各団体には、いずれも申請額が満額支給
されることが決定されました。各団体の活動内容と審査結果などをお
伝えします。

種　　　　類 補　助　額
スタートアップ補助金 上限10万円

ステップアップ補助金
事業費の3分の2以内／
上限30万円※過去２年
間の交付団体を除く

パートナーシップ補助金 上限10万円
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交付決定額　ステップアップ補助金　50,000円
　「元気で明るく、健やかな子どもを地域で育むまちづくり」を目指し、地域
の中で顔が見える関係をつくろうと活動しています。今後は、リーダー研修
会や出前企画ワークショップなどの活動を充実させながら、子ども自身の
企画による「古館サマーワーク」などの開催につなげたいです。また、同時に
周知や広報活動にも力を入れ、地域全体の理解も深めていきたいです。

《審査員からのコメント》
　地域全体で取り組むことで、子どもの自主性を育みながら、実は親も
成長し、地域の大人たちにも活力を与えるすばらしい活動だと思いま
す。地域で大切に育てられたことを感じる子どもたちは、地元を愛する
心を持った大人になれることでしょう。まさに‘人づくりの循環’だと思い
ます。今回の発表で、「自分の地域でも！」と思った参加者が大勢いました。
ぜひ、ほかの地域でも『こみまち』の活動を紹介していただきたいです。

交付決定額　スタートアップ補助金　100,000円
　地区内の空き家を利用し、高齢者や子育て世代の親子など、年
代に関わらず地域の誰もが集えるサロンを月に１～２回開催したいと
考えています。

《審査員からのコメント》
　「参加者も一緒に昼食を作るなど、サロン運営に協力してもらい、参加者
全員に役割と出番を持たせる」ということは、全員が生きがいをもつことにつ
ながり、すばらしい視点だと思います。また、年齢制限をしないという点も、高
齢者対策のみならず、異世代交流にもつながると思いました。また、空き家問
題の側面からも、有効な活用方法だと思います。「誰もが誰もを知っている」
という強固なつながりではなく、「誰かが誰かを知っている」というふんわりと
したゆるやかな関係こそが、居心地のいい、そして安心できる空間であると思
います。ぜひ「田舎の茶の間」が地域のそんな空間になることを期待します。

子どもを見守るまちづくり
委員会（通称：こみまち）

元気で明るく
健やかな子どもたち
を地域で育みたい！

田舎の茶の間誰もが集える
サロンを
作りたい！

七木田一善さん
（長岡ゆめプラン
推進協議会 副会長）

遠藤晃司さん
（一般公募委員 岩手大学
教育学部４年 仙台市出身）

佐藤富美子さん
（市民活動支援センター管理者
ＮＰＯ法人ゆう・もあ・ねっと代表）

真壁晃基さん
（一般公募委員 岩手大学
教育学部４年 古館地区在住）

菊地圭二さん
（NPO法人紫波ing 理事）

審
査
員
を

務
め
た
皆
さ
ん

　
審
査
員
と
し
て
参
加
し
た
岩
手

大
学
の
学
生
で
あ
る
真
壁
さ
ん
と

遠
藤
さ
ん
に
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

★
真
壁
さ
ん
　
大
学
の
教
授
に
勧

め
ら
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。審
査

会
と
い
う
こ
と
で
、と
て
も
固
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
緊
張
し
て
い
た
の

で
す
が
、実
際
に
参
加
し
て
み
て
、

市
民
に
開
か
れ
て
い
る
楽
し
い
審

査
会
で
、と
て
も
良
い
刺
激
に
な
り

ま
し
た
。特
に
印
象
に
残
っ
た
発
表

は「
子
ど
も
を
見
守
る
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
」の
活
動
で
す
。子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

に
触
れ
ら
れ
る
機
会
は
、自
分
に

は
な
か
っ
た
の
で
、と
て
も
良
い
取

り
組
み
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

★
遠
藤
さ
ん
　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
が
、
本
当
に
紫
波
町
を

好
き
な
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
特
に
、「
田
舎
の
茶
の
間
」

の
皆
さ
ん
の
劇
は
、
方
言
も
交

え
て
い
て
と
て
も
面
白
か
っ
た
で

す
。
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を

感
じ
ま
し
た
し
、
こ
う
い
う
と
こ

ろ
で
暮
ら
し
た
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
社
会
人
に
な
っ
た
ら
、
自
分

も
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
み
た

い
で
す
。
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賢治と嘉藤治に
思いをはせる音楽会

鷹觜みゆき実行委員長が作詞・作
曲した「セロ弾きのゴーシュの歌」
を歌うこども合唱隊

まちの話題

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ

「
人
権
の
花
」

　
町
人
権
擁
護
委
員
と
町
は
、
ベ
ゴ
ニ
ア

を
植
え
た
人
権
標
語
入
り
の
プ
ラ
ン
タ
ー

を
、
町
内
の
全
小
学
校
に
12
個
ず
つ
配
布

し
ま
し
た
。
児
童
が
協
力
し
合
い
な
が

ら
花
を
育
て
る
こ
と
で
、命
を
大
切
に
し
、

思
い
や
り
の
精
神
を
育
む
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、今
年
で
2
年
目
。

ベ
ゴ
ニ
ア
の
花
苗
は
、
紫
波
総
合
高
等
学

校
で
育
て
ら
れ
、
け
や
き
学
園
で
プ
ラ
ン

タ
ー
に
植
え
替
え
た
も
の
。
6
月
12
日
に

は
、上
平
沢
小
学
校（
中
里
恵
利
子
校
長
）

で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
１
年
生
７
人
が
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

水
分
地
区
に
あ
る
ビ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
６
月
21

日
、
第
12
回
か
と
う
じ
山
の
音
楽
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
宮
澤
賢
治
の
親
友
で
『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー

シ
ュ
』
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
同
地
区
出
身
の
藤
原
嘉

藤
治
を
顕
彰
し
よ
う
と
同
実
行
委
員
会
が
主
催
。

水
分
小
学
校
の
児
童
有
志
で
結
成
さ
れ
た
「
こ
ど

も
合
唱
隊
」、地
元
女
声
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
コ
ー

ル
あ
づ
ま
ね
」、
嘉
藤
治
の
遠
縁
に
あ
た
る
大
島
広

夢
く
ん
（
北
海
道
・
小
学
６
年
生
）
の
チ
ェ
ロ
演
奏

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
約
３
０
０
人

の
観
客
は
、
心
地
よ
く
楽
し
い
音
楽
に
包
ま
れ
た

豊
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

「もらったお花はお友達のように大切にします」と元気に答えた子どもたち

産直のまち「紫波」
情報発信システム
本格始動！

　
町
は
５
月
31
日
、
産
直
「
紫
波
マ
ル
シ
ェ
」
で
、
産
直
情

報
集
約
発
信
シ
ス
テ
ム
の
始
動
式
を
行
い
ま
し
た
。
全
10

カ
所
の
産
直
が
あ
る
紫
波
町
を
、〝
産
直
の
ま
ち
「
紫
波
」〟

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
各
産
直
の
最

新
情
報
を
集
約
し
て
発
信
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
熊
谷
町
長
や
農
林

公
社
、
産
直
組
合
連
絡
協
議
会
、
各

産
直
の
組
合
長
な
ど
約
30
人
に
見
守

ら
れ
て
、
シ
ス
テ
ム
の
本
格
稼
働
が
始

ま
り
ま
し
た
。
発
信
さ
れ
た
情
報
は
、

紫
波
マ
ル
シ
ェ
ほ
か
４
産
直
に
設
置
さ

れ
た
画
面
に
表
示
さ
れ
る
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サイネージディスプレイ（左上）の前でスイッチオン

賢治が作詞・作曲した『星めぐり
の歌』を弾く大島くん

検索

産直のまち紫波
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H O T  N E W S

二日町地内国道４号のアカマツ
松くい虫被害により伐採

オ
ガ
ー
ル
周
辺
を
み
ん
な
で
き
れ
い
に

　
オ
ガ
ー
ル
地
区
周
辺
で
６
月
21
日
、（
公
社
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
髙
橋
力
理
事
長
）

の
会
員
や
オ
ガ
ー
ル
地
区
の
事
業
関
係
者
、

町
の
職
員
な
ど
約
１
７
０
人
が
、
協
働
で
草

取
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

は
今
年
で
３
年
目
。
参
加
者
は
、
町
道
希
望
ヶ

丘
線
な
ど
の
オ
ガ
ー
ル
地
区
周
辺
で
、
約
２

時
間
半
に
わ
た
っ
て
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
阿
部
長
松

事
務
局
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
高
齢

者
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
な
が
ら
、
町
と
協

力
し
て
、
地
域
を
き
れ
い
に
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

伐
採
さ
れ
る
ア
カ
マ
ツ 

（
一
社
）
農
林
公
社
撮
影

　
城
山
公
園
入
口
付
近
の
国
道
４
号
中
央
分

離
帯
に
あ
っ
た
高
さ
18
ｍ
の
ア
カ
マ
ツ
が
、

６
月
２
日
、
国
土
交
通
省
に
よ
り
伐
採
さ
れ

ま
し
た
。
樹
齢
約
１
３
０
年
と
推
定
さ
れ
、

古
道
の
面
影
を
伝
え
る
遺
構
と
し
て
地
域
に

親
し
ま
れ
た
大
木
。
周
囲
に
３
本
あ
っ
た
う

ち
、
松
く
い
虫
被
害
に
よ
り
平
成
24
年
に
２

本
が
伐
採
さ
れ
、
残
さ
れ
て
い
た
１
本
で
し

た
が
、
今
年
５
月
の
調
査
で
や
は
り
枝
葉
の

枯
れ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
伐

採
は
、
枝
の
落
下
や
倒
木
な
ど
に
よ
る
通
行

車
両
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
マ
ツ
は
、
木
質
チ
ッ
プ
に
加
工
し
、

燃
料
と
し
て
町
内
の
施
設
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

ご
み
減
量
を
目
指
し
て
啓
発
活
動

　
町
内
の
大
型
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
４
店
で

５
月
30
日
、「
ご
み
ゼ
ロ
」運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。増
え
続
け
る
ご
み
の
減
量
を
呼
び
か
け
よ

う
と
、紫
波
町
環
境
衛
生
組
合
連
合
会（
松
﨑
勝

見
会
長
）と
紫
波
町
ご
み
減
量
女
性
会
議（
瀬
川

智
子
会
長
）が
主
体
と
な
っ
て
実
施
。町
の
新
採

用
職
員
を
含
む
36
人
が
、啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

添
え
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
１
２
０
０
個
を
配

布
し
ま
し
た
。瀬
川
会
長
は「
リ
サ
イ
ク
ル
や
マ

イ
バ
ッ
グ
な
ど
の
言
葉
も
浸
透
し
て
き
て
い
る

が
、ご
み
の
量
は
依
然
増
え
続
け
て
い
る
の
で
、

引
き
続
き
ご
み
減
量
の
啓
発
を
続
け
て
い
き
た

い
」と
、活
動
の
重
要
性
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
を
背
に
活
動
し
た
参
加
者
た
ち

大
豆
を
と
お
し
て

　
食
育
学
ぶ
　
二
中

　
梅
雨
の
晴
れ
間
と
な
っ
た
６
月
23
日
、

紫
波
第
二
中
学
校
（
藤
原
美
智
雄
校
長
）

の
１
年
生
57
人
が
、
犬
吠
森
地
内
に
あ

る
ゆ
い
っ
こ
の
里
犬
草
（
阿
部
幸
良
組
合

長
）
の
ほ
場
で
、
大
豆
の
種
ま
き
を
行
い

ま
し
た
。「
手
作
業
を
と
お
し
て
、
昔
の

人
た
ち
の
苦
労
を
感
じ
ま
し
た
。
元
気

で
お
い
し
い
大
豆
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
藤
原
春
香
さ
ん
。
阿
部
組
合
長
は「
通

学
時
な
ど
に
も
、
ど
ん
な
風
に
育
っ
て
い

る
の
か
、
ほ
場
を
見
て
学
ん
で
も
ら
え
れ

ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
育
て
た
豆
は

秋
に
収
穫
後
、
生
徒
た
ち
の
豆
腐
作
り

体
験
に
使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

生徒たちは、大豆を２粒ずつ、30㎝の間隔をあけて丁寧に種をまきました

ナ
ッ
ク
ス
の
入
り
口
で
行
っ
た
活
動
の
様
子
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🆀
彦部地区に
立てられた記念碑の名称は？ （ヒントは17ページ）

郵便はがきまたは電子メールで、①住所②氏名③年齢④
電話番号⑤答え⑥『紫波ネット』の感想や町政に対する
ご意見などを記入の上、ご応募ください。
応募期限は８月８日（金）です
〒028-3392 紫波町役場
企画課 情報政策室 「おさらいクイズ」係 
電子メールjoho@town.shiwa.iwate.jp
正解者の中から、抽選で図書カードをプレゼントします。
たくさんのご応募をお待ちしています！

●本当に子どもが少なく、少子高齢化が進んでいるの
を感じます。地域ぐるみでお互い協力が必要だし、隣
近所で声をかけ合うことが必要ですね。 

（日詰地区・４０代）

●岩手国体は、町をPRする絶好のチャンス
です。町民一丸となってもてなしましょう。
過去の経験を生かして協力し、国体が成
功することを祈ります。（赤石地区・８０代）

寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見

ご
感
想

知
し

って
分
わ

かって

岩手県紫波郡紫波町桜町字上野沢278 
☎676-7676 FAX676-4404

中央葬祭センター「シンセラホール紫波」
紫
波
中
央
駅

紫
波
町
役
場

国

道

４

号

線
はらぺこ

エムズビデオ 紫波橋→

サンビレッジ紫波

JAいわて
中央本所

シンセラホール紫波

N

▼入口

○生花・盛籠（各種）1,000円割引
　 ※税込21,000円以上の商品に限らせていただきます。

○祭壇貸出料20％割引
○通夜室使用料20%割引
○仏具展示品10％割引
○引き出物、返礼品10％割引

○生花・盛籠（各種）1,000円割引
　 ※税込21,000円以上の商品に限らせていただきます。

○祭壇貸出料20％割引
○通夜室使用料20%割引
○仏具展示品10％割引
○引き出物、返礼品10％割引

「しらゆり会員」募集中「しらゆり会員」募集中
シンセラホール紫波中央葬祭

センター

特
典 入会金

10,000円

(株)マイタコーポレーション
紫波郡矢巾町煙山17-78-1 ☎019（697）3939・FAX019（697）7028

人気の矢幅エリア コーポまいた

入居者募集！
矢巾町南矢幅 2LDK
57,000円

[敷金]2カ月[礼金]1カ月[共益費]2000円[住所]矢巾町
南矢幅第9地割字田中249[交通]矢幅駅まで徒歩18分
[間取り]2LDK（LDK12、洋室6、和室6）[築年月]平成9
年11月[駐車場]有（1台目無料、2台目から3000円）

[敷金]2カ月[礼金]1カ月[共益費]2000円[住所]矢巾町
南矢幅第9地割字田中249[交通]矢幅駅まで徒歩18分
[間取り]2LDK（LDK12、洋室6、和室6）[築年月]平成9
年11月[駐車場]有（1台目無料、2台目から3000円）

家賃

貸主 (株)マイタコーポレーション

不来方高校東側

洋室
（6畳）

和室
（6畳）

LDK
（12畳）

みんなの広場●Everyone's plaza

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、町

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
疑
問
・
質
問
の
声
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

○
近
所
の
道
路
が
暗
く
て
心
配
。街
路
灯
っ

て
ど
う
や
っ
た
ら
設
置
で
き
る
の
？

●
街
路
灯
は
「
道
路
照
明
灯
」
と
「
防
犯

灯
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
、

交
通
事
故
防
止
を
目
的
に
町
が
設
置
、
管

理
し
て
い
る
「
道
路
照
明
灯
」
、
も
う
１

つ
は
、
暗
く
て
通
行
に
支
障
が
あ
る
場
所

や
防
犯
上
不
安
の
あ
る
場
所
に
、
地
元
に

よ
っ
て
設
置
さ
れ
、
維
持
管
理
を
お
願
い

し
て
い
る
「
防
犯
灯
」
で
す
。

　

設
置
す
る
方
法
と
し
て
は
、
設
置
費
用

を
各
行
政
区
な
ど
で
負
担
し
て
設
置
す
る

方
法
と
、
寄
贈
さ
れ
る
灯
具
を
利
用
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
灯
設
置

時
か
ら
周
辺
状
況
や
交
通
量
が
変
化
し
、

必
要
性
が
低
く
な
っ
た
灯
具
を
移
設
し
て

い
る
行
政
区
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

設
置
を
要
望
す
る
場
合
は
、
行
政
区
長

ま
た
は
役
場
土
木
課
に
、
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

紫波町小屋敷字新在家90番地

FAX 019-673-8556
019-673-8555 ハダカのおつきあいで一家だんらん。

ラ・フランス温泉館URL  http://www.lafrance.co.jp/
検 索ラ・フランス温泉館

つるりん

お買い求めは県内酒販店・スーパー・百貨店にて

お土産に
紫波の
ワインを

http://www.shiwa-fruitspark.co.jp/☎019-676-5301

ワイナリーでお待ちしております
直売・試飲・工場見学ができます

夏の白ワインフェア開催中

友の会
カード
ポイント
5倍入浴料

大人70
0円→

500円
小人35

0円→

無料!

イベント風呂
実施！

第4
木曜日

ラ・フランス温泉館

お客様感謝デー
7/24木  
営業時間

午前10時~午後9時
まで 

【担当・問合せ】土木課
☎672-2111  内線5144  有線01-8911

声
疑問・質問

紫波ネット広告を募集しています ◆掲載料 1枠10,800円（税込み） ◆申込・問合せ 企画課 情報政策室
☎672-2111 内線3232  *joho@town.shiwa.iwate.jp

おさらい
クイズ★
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今
年
も
6
月
中
旬
か
ら
、9
会
場
で
ま

ち
づ
く
り
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。夕

食
時
と
重
な
っ
た
地
区
も
あ
り
ま
し
た
が
、

昨
年
よ
り
67
人
多
い
２
３
７
人
の
方
々
に
参

加
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。町
か
ら
報
告

の
あ
っ
た「
み
ま
も
っ
て
ね
ッ
ト
」や
昨
年
8

月
9
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
か
ら
の

復
旧
に
関
係
す
る
質
問
の
他
に
、多
く
の
会

場
で
人
口
減
少
に
関
す
る
問
い
か
け
が
あ

り
ま
し
た
。こ
れ
は
、人
口
減
少
が一部
の
過

疎
地
の
問
題
で
は
な
く
日
本
全
国
の
現
実

で
あ
る
と
町
の
皆
さ
ん
が
危
機
感
を
持
た

れ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
す
。以
前
か
ら
話

題
に
な
って
い
た
少
子
高
齢
化
に
伴
う
諸
問

題
に
つ
い
て
、元
岩
手
県
知
事
の
増
田
寛
也

氏
が
座
長
を
務
め
る
日
本
創
成
会
議・人
口

減
少
問
題
検
討
分
科
会
が
、「
２
０
４
０
年

（
平
成
52
年
）に
、全
国
１
８
０
０
市
町
村

の
う
ち
半
数
に
あ
た
る
８
９
６
市
区
町
村

が
消
滅
す
る
危
機
が
あ
る
」と
発
表
し
、5

月
に
地
元
紙
の
記
事
に
全
国
リ
ス
ト
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。特
に
、２
０
４
０
年（
平
成

52
年
）の
想
定
人
口
に
お
け
る
20
～
39
歳
の

女
性
の
人
口
が
２
０
１
０
年（
平
成
20
年
）

と
比
べ
50
％
以
上
減
少
し
、人
口
が
1
万
人

未
満
と
推
定
さ
れ
る
市
区
町
村
を「
消
滅

可
能
性
都
市（
市
町
村
）」と
表
現
し
て
お

り
ま
す
。こ
れ
は
、北
海
道
、東
北
に
多
く
紫

波
町
は
43・３
％
減
と
な
って
い
ま
す
。人
口

急
減
は「
待
っ
た
な
し
」の
状
態
で
あ
り
ま

す
が
、悲
観
論
だ
け
で
は
意
味
が
無
く
、困

難
で
あ
っ
て
も
解
決
す
る
道
を
探
ら
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。若
者
が
自
ら
の
希
望
に

基
づ
き
結
婚
を
し
、子
ど
も
を
産
み
育
て
る

事
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
こ
と

が
基
本
で
、男
性
が
育
児
に
積
極
的
に
参

加
す
る
と
と
も
に
、女
性
が
能
力
を
生
か
し

て
活
躍
で
き
る
環
境
が
必
要
で
す
。日
本

の
人
口
急
減
に
は
人
口
の
社
会
移
動
が
大

き
く
関
わ
っ
て
お
り
、合
計
特
殊
出
生
率
は

都
会
ほ
ど
低
く
な
る
こ
と
が
、す
で
に
数
字

で
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。国
が
大
都
会
へ
の

一
極
集
中
の
是
正
を
行
わ
な
け
れ
ば
い
く

ら
目
標
人
口
を
示
し
て
も
実
効
は
上
が
ら

ず
、地
方
に
産
業
と
雇
用
を
興
す
国
策
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、公
表
さ
れ
て
い
る
資
料
で
は
、秋

田
県
の
大
潟
村
の
よ
う
に
、人
口
３
０
０
０

人
強
の
村
で
あ
り
な
が
ら
若
手
女
性
人
口

変
化
率
が
15・2
％
増
と
な
っ
て
い
る
村
も

あ
り
ま
す
。大
潟
村
の
人
口
増
は
農
業
が

う
ま
く
いって
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、都

市
の
ベッ
ド
タ
ウ
ン
が
す
べて
で
は
な
い
こ
と

も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
は
私
た
ち

に
も
一
つ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
注
意
深
く
読
み
解

き
な
が
ら
、本
当
の
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

熊
　
谷
　
　
泉

町

長

メ

ッ

セ

ー

ジ

有限会社 サトウ時計店
スマホ用QRコード

紫波町日詰字郡山駅２０９（日詰商店街・バス停前）

☎676-2838

当店には

が在籍しております

メール会員になると、もっとお得な情報が
ゲットできます！携帯・スマホからアクセス！

古館駅

●中島歯科

至花巻 至盛岡４号線

●ローソン
加藤医院
　●

たもり
●文

相心館 ゆう美容室

〒028-3303紫波郡紫波町高水寺古屋敷６-32
TEL019-676-5825 
E-mail yu@posh.jp　

OPEN8:40
CLOSE18:30

【定休日】毎月曜・第３日曜 ８月夏休み１４・１５・１６日（１７日臨時営業)

http://www.meakashi.com

詳しくはＷｅｂで
目明かし堂 検 索

メールアドレスが変わりました

認定眼鏡士認定眼鏡士 「オーダーメイドのスタイルでお客様に心まで
輝いてお帰りいただきたい」そんな願いを込めて、
全スタッフ技術向上、美意識向上を常に努めております。
真夏の疲れには多彩なヘッドスパで心身を癒してください。 夏

キャンペーン
実施中

７
月 

オ
ガ
ー
ル
さ
ん
ぽ
！

　
７
月
31
日
、オ
ガ
ー
ル
地
区
に
お
い
て
新
た
な
施
設

「
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
」
が
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
す
。
ゆ

い
っ
と
サ
ロ
ン
を
来
館
さ
れ
る
皆
さ
ん
も「
ど
ん
な
施
設
な

の
か
な
」「
ど
ん
な
お
店
が
入
る
の
だ
ろ
う
」な
ど
と
、心
待
ち
に
し

て
い
る
様
子
で
す
。

　
ゆ
い
っ
と
サ
ロ
ン
で
は
、施
設
の
オ
ー
プ
ン
を
前
に
、町
の
皆
さ
ん

に
オ
ガ
ー
ル
地
区
の
今
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、日
々
の
活
動
に
も
っ
と

オ
ガ
ー
ル
を
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、オ
ガ
ー
ル
地
区
内
の
施
設
め

ぐ
り「
オ
ガ
ー
ル
さ
ん
ぽ
！
」を
企
画
中
で
す
。紫
波
町
観
光
案
内
人

し
ゃ
・
べ
ー
る
の
皆
さ
ん
の
案
内
で
、オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
や
エ
コ
ハ
ウ

ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、来
春
５
月
開
庁
す
る
役
場
新
庁

舎
に
つ
い
て
の
お
話
も
伺
う
予
定
で
す
。施
設
内
は
、一
部
ご
覧
に
な

れ
な
い
場
所
も
あ
り
ま
す
が
、紫
波
を
訪
れ
る
お
客
様
の
気
持
ち
に

な
り
、子
ど
も
た
ち
が
夢
を
育
む
ま
ち
“
紫
波
”
を
体
感
で
き
る
機

会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
当
日
、ゆ
い
っ
と
サ
ロ
ン
に

て
参
加
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】 ８
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）

　
１
回
目
：
午
前
10
時
30
分
～　
２
回
目
：
午
前
11
時
30
分
～

　
３
回
目
：
午
後
1
時
30
分
～　
４
回
目
：
午
後
2
時
30
分
～

　
（
所
要
時
間
は
約
1
時
間
で
す
）

【
コ
ー
ス
】 ゆ
い
っ
と
サ
ロ
ン
に
集
合
→
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
（
情
報
交

流
館
、
図
書
館
）
→
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
→
エ
コ
ハ
ウ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
→
役
場
新
庁
舎
→
県
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
→
産
直「
紫
波
マ

ル
シ
ェ
」→
解
散

※
同
日
同
会
場
で
、

「
オ
ガ
ー
ル
祭
り
」や

「
子
ど
も
教
室
夏
ま

つ
り
」も
企
画
さ
れ
て

い
ま
す
。詳
細
は
次
号

の『
紫
波
ネ
ッ
ト
』で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市民活動支援センター
ゆいっとサロン
開設・電話受付時間：
午後1時～6時（月曜日休み）
☎676-2468
ブログ：ゆいっと気まぐれ日記

ゆいっとサロン 検 索検 索

元気です！！ゆいっとサロン
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　町は、皆さんの身近にある「こ
れはすごい！」「みんなに広めた
い！」という達人技や名人、職人、
趣味人など、紫波の魅力として
紹介したいと思う地域の方 （々企
業）の情報を募集しています。小
さな情報でも構いませんので、ご
連絡をお願いします。

【連絡先・問合せ】 
〒028-3392 紫波町役場 企画課 
情報政策室「紫波の達人」係
☎672-2111（内線3232）
*joho@town.shiwa.iwate.jp

　
皆
さ
ん
は「
え
じ
こ
」を
ご
存
知
で
す
か
。え

じ
こ
と
は
、昔
、農
家
の
子
育
て
に
使
わ
れ
て
い

た〝
赤
ち
ゃ
ん
を
入
れ
る
か
ご
〟の
こ
と
。現
在

で
は
、作
り
手
が
少
な
く
な
り
、見
か
け
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
え
じ
こ
を
作
って
い
る
の
が
、日
詰
地
区

の
工
藤
チ
ヤ
さ
ん（
77
）で
す
。チ
ヤ
さ
ん
が
え

じ
こ
を
初
め
て
作
っ
た
の
は
、20
歳
の
こ
ろ
、お

兄
さ
ん
夫
婦
に
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た

め
で
し
た
。誰
か
に
習
っ
た
の
で
は
な
く
、近
所

の
家
で
見
せ
て
も
ら
っ
た
実
物
を
手
本
に
、見
よ

う
見
ま
ね
で
作
っ
た
そ
う
で
す
。え
じ
こ
の
作
り

方
は「
①
わ
ら
か
ら
実
を
取
り
除
き
、茎
を
内

側
と
外
側
で
分
類
す
る
③
そ
れ
ぞ
れ
を
、わ
ら

打
ち
用
の
槌
で
打
ち
、柔
ら
か
く
す
る
④
底
か

ら
編
み
始
め
、側
面
ま
で
編
ん
で
い
く
⑤
縁
取

り
を
し
て
完
成
」。え
じ
こ
１
個
の
制
作
に
は
１

週
間
以
上
か
か
る
そ
う
で
、特
に
も
わ
ら
の
下

準
備
は
丁
寧
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

と
て
も
時
間
が
か
か
る
と
い
い
ま
す
。

　

作
品
を
作
っ
た
ら
す
ぐ
に
誰
か
に
あ
げ
て
し

ま
う
と
い
う
チ
ヤ
さ
ん
は「
作
っ
た
も
の
を
手
元

に
置
い
て
お
い
て
私
だ
け
の
宝
に
し
て
も
、死
ん

だ
ら
そ
れ
で
お
し
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。私
は
い
つ
も
色
ん
な
人
に
助
け
ら
れ
て
生
き

て
き
た
か
ら
、そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
、買
っ
た

も
の
で
は
な
く
、自
分
の
手
で
作
っ
た
も
の
で
伝

え
た
い
ん
で
す
」と
そ
の
理
由
を
話
し
ま
す
。

　
チ
ヤ
さ
ん
の
え
じ
こ
は
、県
内
は
も
ち
ろ
ん
、

関
東
な
ど
で
も
愛
用
さ
れ
て
お
り
、東
日
本
大

震
災
の
際
に
は
、仙
台
で
被
災
し
た
犬
の
飼
い

主
か
ら
依
頼
を
受
け
て
制
作
。体
調
を
崩
し
て

い
た
犬
が
元
気
に
な
り
、飼
い
主
か
ら
と
て
も

感
謝
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
私
が
作
っ
て
い
る
も
の
は
誰
に
で
も
作
れ

る
も
の
な
の
で
、私
で
よ
け
れ
ば
、で
き
る
だ
け

た
く
さ
ん
の
人
に
技
を
伝
え
て
い
き
た
い
で

す
。楽
し
そ
う
だ
な
、や
っ
て
み
た
い
な
と
い
う

人
が
い
た
ら
、声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」と
に
こ

に
こ
話
す
チ
ヤ
さ
ん
の
瞳
は
、優
し
さ
と
、新
し

い
作
品
づ
く
り
に
向
け
る
好
奇
心
と
で
キ
ラ
キ

ラ
輝
い
て
い
ま
し
た
。

感謝の気持ちを織り込む
わら細工
工藤チヤさん

チヤさんの手から生み出される小物たち。左から、「えじこ」、針金で作った石鹸かご、わら
で作ったカメの飾り（手前）、フジのつるで編んだかご（奥）。

情報求む！

あなたの身近な達人を
ご紹介ください

　　シリーズ*行
ってみよう

訪ねてみよう紫波
の達人

わらを編むのには、手の力が必要。「手を動かすこと
が好き」というチヤさんは、お話し中もずっとえじこを
編んでいました。

わら打ちに使用する木槌と木製の台。
どちらもどっしりとした重さと独特の温もりがある。

工藤チヤさん 
（連絡先：赤石公民館 ☎676‐3999）


